
成
長
回
帰
へ
財
務
相
会
議

の
２
国
間
協
議
を
通
じ
、
輸

入
禁
止
の
撤
廃
を
働
き
掛
け

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
を
起
因
と
し
た
放
射
性

物
質
の
影
響
を
懸
念
す
る
韓

国
の
訴
え
に
沿
っ
た
内
容

で
、
上
級
委
は
、
パ
ネ
ル
の

判
断
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
検
疫
関
連

協
定
の
解
釈
に
誤
り
が
あ

る
と
指
摘
。
韓
国
の
措
置
に

つ
い
て
「
必
要
以
上
に
貿
易

制
限
的
」
と
し
た
り
、
日
本

を
不
公
正
に
差
別
し
た
り
し

た
も
の
と
は
い
え
な
い
と
し

た
。

　

ま
た
、
韓
国
政
府
が
消
費

者
保
護
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
措
置
を
取
れ
ば
適
切
か
は

判
断
で
き
な
い
と
し
、
食
品

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
早
田
栄
介
】
日
米
欧
と
新
興
国
の
２
０
カ
国
・
地
域
（
Ｇ
２
０
）
財
務
相
・
中
央
銀
行
総

裁
会
議
が
１
１
日
夜
（
日
本
時
間
１
２
日
午
前
）、米
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
幕
し
、初
め
て
日
本
が
議
長
国
と
な
っ

た
今
年
の
Ｇ
２
０
閣
僚
会
合
が
始
動
し
た
。
米
中
貿
易
摩
擦
で
主
要
国
経
済
が
減
速
感
に
覆
わ
れ
る
中
、
麻
生
太

郎
財
務
相
は
初
日
の
討
議
で
「
国
際
協
調
の
精
神
が
重
要
だ
」
と
訴
え
た
。
日
本
は
世
界
同
時
不
況
に
至
る
芽
を

摘
ん
で
成
長
を
取
り
戻
す
た
め
、
２
日
間
の
会
議
を
通
じ
て
結
束
を
呼
び
掛
け
る
考
え
だ
。

日
本
が
初
議
長
、
協
調
訴
え

政
府
「
安
全
性
否
定
さ
れ
ず
」

Ｇ２０、世界減速下で開幕Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
韓
国
主
張
認
め
る

水
産
物
禁
輸
、
日
本
逆
転
敗
訴

大
和
ハ
ウ
ス
２
千
棟
違
法
恐
れ

耐
火
性
や
基
礎
構
造

相
は
１
２
日
、
閣
議
後
の
記

者
会
見
で
「
食
品
の
安
全
性

は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
」
と

強
調
し
、
引
き
続
き
韓
国
な

ど
輸
入
を
規
制
し
て
い
る
国

に
撤
廃
を
求
め
る
考
え
を
示

し
た
。

　

河
野
太
郎
外
相
は
１
２

日
、
韓
国
の
李
洙
勲
駐
日
大

使
と
外
務
省
で
会
い
、
規
制

撤
廃
に
向
け
た
協
議
を
呼
び

掛
け
た
。「
今
後
は
韓
国
と

　
【
共
同
】
世
界
貿
易
機
関

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
紛
争
処
理
の

「
二
審
」
に
当
た
る
上
級
委

員
会
は
１
１
日
（
日
本
時
間

１
２
日
未
明
）、
韓
国
に
よ

る
福
島
や
茨
城
な
ど
８
県
産

の
水
産
物
輸
入
禁
止
措
置
を

不
当
と
し
た
「
一
審
」
の
紛

争
処
理
小
委
員
会（
パ
ネ
ル
）

の
判
断
を
破
棄
し
た
。
韓
国

の
主
張
を
認
め
、
日
本
は
逆

転
敗
訴
し
た
。
吉
川
貴
盛
農

東
京
タ
ワ
ー
に
こ
い
の
ぼ
り

３
３
３
匹
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

Ｇ
２
０
が
掲
げ
て
き
た
国

際
協
調
は
保
護
主
義
で
空
文

化
し
つ
つ
あ
る
。
議
長
の

麻
生
氏
は
米
中
対
立
に
関
し

「
根
本
的
な
話
な
の
で
簡
単

に
は
終
わ
ら
な
い
」
と
記
者

団
に
述
べ
、
長
期
化
を
前
提

に
今
後
の
経
済
秩
序
を
探
る

必
要
が
あ
る
と
の
認
識
を
示

し
た
。

　
【
共
同
】
熊
本
地
震
か
ら

と
発
表
し
た
。
耐
火
性
が

不
十
分
な
ほ
か
柱
や
基
礎
構

造
に
仕
様
の
不
適
合
が
あ
っ

た
。
内
部
通
報
に
よ
り
社
内

調
査
し
、
国
土
交
通
省
へ
同

日
報
告
し
た
。
こ
の
う
ち

　
【
武
漢
共
同
】
ホ
ン
ダ
は

１
２
日
、
中
国
湖
北
省
武
漢

市
に
新
工
場
が
完
成
し
、
生

産
を
始
め
た
と
発
表
し
た
。

英
国
で
の
四
輪
車
生
産
か
ら

両
陛
下
、
こ
ど

も
の
国
を
訪
問

横
浜
、
結
婚
６
０
年
思
い
出
の
地

ホ
ン
ダ
、
中
国
新
工
場
が
稼
働

世
界
拠
点
再
編
、
競
争
激
化
も

の
撤
退
を
決
め
る
な
ど
世
界

的
に
拠
点
再
編
を
進
め
て
お

り
、
世
界
最
大
の
市
場
で
あ

る
中
国
で
は
生
産
能
力
を
増

強
し
、
さ
ら
な
る
販
売
拡
大

フ
ァ
ズ
ワ
さ
ん
（
２
９
）
も

「
初
め
て
見
た
。
日
本
に
特

有
の
も
の
な
の
か
」
と
興
味

津
々
だ
っ
た
。

　

東
京
都
北
区
か
ら
訪
れ
た

無
職
の
男
性
（
６
３
）
は

「
家
で
は
飾
ら
な
く
な
っ
た
。

都
内
で
見
る
の
も
良
い
も
の

だ
」
と
満
足
げ
だ
っ
た
。

７
３
棟
は
耐
火
性
確
保
の

改
修
工
事
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
、
月
内
を
め
ど

に
工
事
を
完
了
す
る
。
柱
の

仕
様
不
適
合
は
順
次
確
認
す

る
。
不
適
合
住
宅
の
影
響
世

帯
数
は
入
居
者
な
ど
約
７
千

に
上
る
。

　

賃
貸
ア
パ
ー
ト
大
手
レ
オ

パ
レ
ス
２
１
の
施
工
不
良
問

題
に
続
く
不
正
で
、
消
費
者

の
住
宅
に
対
す
る
不
信
は
拡

大
し
そ
う
だ
。
住
宅
業
界
の

経
営
体
制
が
厳
し
く
問
わ
れ

る
。
大
和
ハ
ウ
ス
は
物
件
の

所
有
者
と
入
居
者
に
個
別
に

説
明
す
る
。

　

大
和
ハ
ウ
ス
が
自
社
基
準

で
不
適
合
と
認
定
し
た
の

は
２
０
７
８
棟
で
、
う
ち

２
０
６
６
棟
に
建
築
基
準
法

違
反
の
恐
れ
が
あ
る
。
建
築

基
準
法
で
定
め
る
型
式
適
合

認
定
を
受
け
た
仕
様
を
、
設

計
者
が
十
分
確
認
せ
ず
設
計

し
た
の
が
原
因
と
い
う
。
本

来
の
仕
様
と
異
な
る
場
所
に

Ｇ２０財務相・中央銀行総裁
会議の初日の討議後、記者団
の取材に応じる麻生財務相＝
１１日、ワシントン（共同）

記
者
会
見
す
る
菅
官
房
長
官
＝
１
２

日
午
前
、
首
相
官
邸
（
共
同
）

　

麻
生
氏
は
世
界
経
済
が

「
今
年
後
半
か
ら
良
く
な
っ

て
い
く
」
と
の
見
通
し
を
会

議
で
示
し
、
十
分
な
景
気
対

策
を
前
提
に
、
１
０
月
に
消

費
税
率
を
１
０
％
へ
引
き
上

げ
る
方
針
を
表
明
し
た
。

　

麻
生
氏
と
共
同
議
長
を
務

め
た
日
銀
の
黒
田
東
彦
総
裁

も
開
幕
前
、
世
界
経
済
の

持
ち
直
し
を
予
想
し
た
上

で
「
米
中
摩
擦
や
英
国
の
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
が
ど

う
進
む
か
な
ど
不
確
実
性
が

残
っ
て
い
る
」
と
記
者
団
に

述
べ
た
。
米
中
摩
擦
は
「
双

方
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
ら

な
い
」
と
語
り
、
自
由
貿
易

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

中
国
は
成
長
の
鈍
化
傾
向

に
対
米
摩
擦
が
追
い
打
ち
を

か
け
、
昨
年
後
半
か
ら
景
況

感
が
急
速
に
悪
化
し
た
。
そ

の
余
波
は
貿
易
停
滞
を
通
じ

て
欧
州
や
日
本
を
含
む
ア
ジ

ア
に
拡
大
。
先
行
き
不
安
が

強
ま
り
、
年
末
年
始
の
金
融

市
場
は
混
乱
し
た
。

　

中
国
の
景
気
対
策
や
米
国

の
利
上
げ
休
止
で
不
安
は
後

退
し
た
が
、
迷
走
す
る
英
国

の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
や
米
中
貿

易
協
議
の
決
裂
と
い
っ
た
リ

ス
ク
は
数
多
い
。
財
政
出
動

や
金
融
緩
和
を
重
ね
た
各
国

に
政
策
余
力
は
乏
し
く
、
国

際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
は

最
新
の
世
界
経
済
見
通
し
で

２
０
１
９
年
の
成
長
率
を
引

き
下
げ
て
い
る
。

　
【
共
同
】
大
手
住
宅
メ
ー

カ
ー
の
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
は

１
２
日
、
３
０
都
府
県
の
一

戸
建
て
住
宅
と
賃
貸
共
同
住

宅
計
約
２
千
棟
で
建
築
基
準

法
に
違
反
す
る
恐
れ
が
あ
る

熊本地震で石垣が崩れ屋根瓦が落ちるなど大きな被害を受けた２０１６年
５月１日（左）と、復旧工事が進む今月１２日の熊本城天守閣。１４日で地
震発生から３年を迎える＝熊本市（小型無人機から）（共同）

　
【
共
同
】
東
京
タ
ワ
ー
（
東

京
都
港
区
）
は
、
５
月
５
日

の
端
午
の
節
句
に
向
け
、
正

面
玄
関
前
に
大
小
３
３
３
匹

の
こ
い
の
ぼ
り
を
飾
っ
て
い

る
。夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

を
応
援
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

込
め
、
長
さ
約
６
メ
ー
ト
ル

の
「
さ
ん
ま
の
ぼ
り
」
も
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
５
月
６
日

ま
で
。

　

東
京
タ
ワ
ー
の
高
さ

３
３
３
メ
ー
ト
ル
に
ち
な
ん

で
お
り
、
夜
に
な
る
と
ラ
イ

ト
が
当
て
ら
れ
、
赤
、
青
、

柱
が
立
っ
て
い
た
ほ
か
柱
の

形
状
が
違
う
な
ど
の
事
例
が

あ
っ
た
。
不
適
合
住
宅
の
設

計
に
関
わ
っ
た
社
員
は
延
べ

１
７
３
人
。
仕
様
の
切
り
替

え
に
伴
う
情
報
伝
達
が
不
十

分
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

土
田
和
人
代
表
取
締
役
専

務
執
行
役
員
は
大
阪
市
内
で

記
者
会
見
し
「
お
客
さ
ま
や

関
係
者
に
多
大
な
迷
惑
と
心

配
を
掛
け
た
こ
と
を
深
く
お

わ
び
す
る
」
と
陳
謝
し
た
。

　

２
０
０
１
年
１
月
３
１
日

か
ら
１
０
年
６
月
３
０
日
に

か
け
て
東
京
、
神
奈
川
な
ど

６
都
県
で
引
き
渡
し
た
賃
貸

共
同
住
宅
２
０
０
棟
で
、
耐

火
性
が
不
十
分
だ
っ
た
り
柱

の
仕
様
が
不
適
合
だ
っ
た
り

し
た
。

　

基
礎
構
造
に
仕
様
の
不
適

合
が
あ
っ
た
の
は
０
０
年

１
０
月
５
日
か
ら
１
３
年
２

月
２
８
日
に
か
け
て
愛
知
な

ど
２
９
都
府
県
で
引
き
渡
し

た
一
戸
建
て
住
宅
と
賃
貸
共

同
住
宅
の
計
１
８
７
８
棟
。

安
全
性
を
順
次
調
査
す
る
。

　

大
和
ハ
ウ
ス
は
耐
火
性
に

問
題
の
あ
る
７
３
棟
以
外
の

安
全
性
に
問
題
は
な
い
見

通
し
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

１
６
年
１
２
月
の
内
部
通
報

か
ら
調
査
開
始
ま
で
約
１
年

半
か
か
り
判
断
が
甘
か
っ
た

こ
と
も
認
め
た
。

　

大
和
ハ
ウ
ス
の
相
談
窓

口
は
不
適
合
対
策
室
、
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
０
１
２
０
）

０
３
２
６
６
１
。

　

基
礎
構
造
の
不
適
合
の
う

ち
愛
知
県
は
９
０
７
件
と
最

多
だ
っ
た
。
愛
知
で
は
地
盤

の
悪
い
地
域
が
多
か
っ
た
こ

と
が
影
響
し
た
と
大
和
ハ
ウ

ス
は
説
明
し
て
い
る
。

で
許
容
で
き
る
放
射
線
レ
ベ

ル
な
ど
安
全
性
の
問
題
で
も

見
解
を
示
さ
な
い
と
し
た
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
１
２

日
午
前
の
記
者
会
見
で
、
日

本
産
食
品
は
科
学
的
に
安
全

と
の
一
審
の
事
実
認
定
が
維

持
さ
れ
た
な
ど
と
し
て
「
敗

訴
し
た
と
の
指
摘
は
当
た
ら

な
い
」と
の
見
解
を
示
し
た
。

吉
川
農
相
は
会
見
で
「
復
興

に
向
け
て
努
力
し
て
き
た
被

災
者
の
こ
と
を
思
う
と
遺
憾

だ
」
と
語
っ
た
。

　

韓
国
政
府
は
１
２
日
、
上

級
委
の
判
断
を
「
高
く
評
価

し
歓
迎
す
る
」と
し
た
上
で
、

８
県
産
の
水
産
物
輸
入
禁

に
ブ
リ
や
サ
ン
マ
な
ど
計

２
８
魚
種
の
禁
輸
解
除
を
促

し
た
。だ
が
韓
国
政
府
は「
食

の
安
全
の
重
要
性
な
ど
を
考

慮
し
た
場
合
、
パ
ネ
ル
の
判

断
に
は
問
題
が
あ
る
」
と
し

て
上
訴
。
上
級
委
は
一
審

判
断
を
覆
し
た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の

紛
争
処
理
は
二
審
制
の
た
め

「
最
終
審
」
の
判
断
と
な
る
。

　

韓
国
は
原
発
事
故
を
理
由

と
し
て
１
３
年
に
青
森
、
岩

手
、
宮
城
、
福
島
、
茨
城
、

栃
木
、
群
馬
、
千
葉
の
８
県

で
水
揚
げ
・
加
工
さ
れ
た
全

水
産
物
の
輸
入
を
禁
止
。
日

本
は
科
学
的
根
拠
が
な
い
と

し
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
提
訴
し
た
。

３
年
を
控
え
た
１
２
日
、
共

同
通
信
は
熊
本
城
（
熊
本

市
）
の
天
守
閣
を
小
型
無
人

機
「
ド
ロ
ー
ン
」
を
使
っ
て

撮
影
し
た
。
外
観
の
復
旧
が

ほ
ぼ
終
わ
っ
た
高
さ
約
３
０

メ
ー
ト
ル
の
大
天
守
（
地
上

６
階
、
地
下
１
階
）
は
陽
光

に
白
く
反
射
し
輝
き
を
放
つ

端午の節句に向け、東京タワーでライトアップされた３３３匹のこいのぼり
＝１２日夜、東京都港区（魚眼レンズ使用）（共同）

止
措
置
を
「
そ

の
ま
ま
維
持
す

る
」
と
表
明
し

た
。

　

一
審
に
あ
た

る
パ
ネ
ル
は
昨

年
２
月
、
輸
入

禁
止
は
不
当
な

差
別
と
し
て
日

本
勝
訴
の
判
断

を
示
し
、
韓
国

ど
も
の
た
め
の
施
設
に
」
と

希
望
し
た
こ
と
か
ら
整
備
さ

れ
た
。

　

自
然
豊
か
な
雑
木
林
が
広

が
る
約
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
同
園
に
は
、
川
や
湖
、
牧

場
が
あ
り
、
遊
具
が
置
か
れ

て
い
る
。
あ
か
ポ
ッ
ポ
号
に

乗
っ
た
両
陛
下
は
、
放
牧
さ

れ
て
い
る
馬
や
牛
を
見
な
が

ら
、
楽
し
そ
う
に
言
葉
を
交

わ
し
て
い
た
。

　

両
陛
下
は
公
園
を
た
び
た

び
訪
れ
て
お
り
、
２
０
０
９

年
に
は
皇
太
子
ご
夫
妻
と
秋

篠
宮
ご
一
家
、
長
女
の
黒
田

清
子
さ
ん
夫
妻
と
一
緒
に
来

園
。
陛
下
は
１
５
年
の
開
園

５
０
周
年
記
念
式
典
で
「
多

く
の
子
ど
も
た
ち
に
愛
さ

れ
、
こ
こ
で
育
ま
れ
た
経
験

が
、
子
ど
も
た
ち
の
人
生
を

豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
願

い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

を
目
指
す
。

　

た
だ
、
中
国
で
も
景
気
減

速
の
影
響
で
足
元
の
新
車
市

場
は
低
迷
し
て
お
り
、
競
争

環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。

　

稼
働
し
た
の
は
、
現
地

企
業
と
の
合
弁
会
社
「
東

風
ホ
ン
ダ
」
の
第
３
工
場
。

投
資
額
は
３
０
億
元
（
約

５
０
０
億
円
）
で
年
間
生
産

能
力
は
１
２
万
台
。
当
面
は

ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
多
目
的
車

（
Ｓ
Ｕ
Ｖ
）「
Ｃ
Ｒ
―
Ｖ
」
の

ガ
ソ
リ
ン
車
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
（
Ｈ
Ｖ
）
を
生
産
す
る
。

ホ
ン
ダ
の
中
国
で
の
生
産
能

力
は
、
ほ
か
の
合
弁
会
社
の

生
産
拠
点
と
合
わ
せ
て
計

１
２
５
万
台
と
な
る
。

　

ホ
ン
ダ
は
不
振
が
続
く
欧

州
事
業
の
見
直
し
の
一
環
と

し
て
、
２
月
に
は
英
国
で
の

四
輪
車
生
産
か
ら
の
撤
退
を

発
表
。
４
月
に
は
ト
ル
コ
工

場
の
閉
鎖
も
発
表
し
た
。
今

後
は
武
漢
工
場
で
生
産
し
た

Ｈ
Ｖ
や
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）

を
欧
州
市
場
へ
輸
出
す
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

ホ
ン
ダ
は
、
中
国
で
の

２
０
１
８
年
の
販
売
台
数

が
、
市
場
低
迷
な
ど
の
影
響

を
受
け
て
前
年
比
１
・
７
％

減
に
と
ど
ま
っ
た
。
八
郷
隆

弘
社
長
は
記
者
団
に
対
し

「
今
後
は
右
肩
上
が
り
の
大

き
な
成
長
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
潜
在

力
の
あ
る
市
場
だ
」と
語
り
、

北
米
と
並
ん
で
中
国
市
場
を

重
視
す
る
考
え
を
示
し
た
。

オ
レ
ン
ジ
色
な
ど
鮮
や
か
な

姿
が
、
夜
空
に
く
っ
き
り
と

浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

さ
ん
ま
の
ぼ
り
は
、
岩
手

県
大
船
渡
市
と
の
イ
ベ
ン
ト

を
き
っ
か
け
に
作
っ
た
も

の
。大
漁
旗
も
掲
げ
ら
れ
た
。

　

眺
め
て
い
る
人
は
海
外
か

ら
の
観
光
客
が
目
立
ち
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
か
ら
来
日
し
、
客

船
で
子
ど
も
の
世
話
を
す
る

仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
サ

ン
ド
ラ
・
バ
ル
バ
ロ
ー
サ
さ

ん
（
３
１
）
は
「
カ
ラ
フ
ル

で
す
て
き
」
と
笑
顔
。
友
人

で
ジ
ン
バ
ブ
エ
か
ら
来
た
タ

屋
根
瓦
と
、
重
厚
感
の
あ
る

壁
の
木
材
が
美
し
い
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
を
な
し
、
壮
麗
な
姿

を
見
せ
て
い
た
。

　

大
天
守
の
外
観
復
旧
は
１

階
部
分
と
、
地
下
１
階
の
石

垣
部
分
で
続
い
て
い
る
。
今

年
１
０
月
に
は
地
震
以
来
立

ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い
る

天
守
閣
前
広
場
の
一
般
向
け

特
別
公
開
が
始
ま
り
、
間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

隣
接
す
る
高
さ
約
２
０

メ
ー
ト
ル
の
小
天
守
（
地
上

４
階
、
地
下
１
階
）
の
建
物

は
今
月
１
５
日
か
ら
本
格
的

な
復
旧
工
事
に
着
手
。
既
に

解
体
さ
れ
た
最
上
部
に
組
み

上
げ
ら
れ
た
足
場
が
目
を
引

く
。
素
材
を
軽
量
化
し
て
耐

震
性
を
高
め
、
大
天
守
内
部

を
含
め
２
０
２
１
年
春
ご
ろ

ま
で
の
再
建
を
目
指
す
。

　

熊
本
城
は
１
６
年
４
月

１
４
日
と
同
１
６
日
の
激
震

で
被
災
し
、
市
が
復
旧
工
事

を
進
め
て
き
た
。
城
内
全
域

の
復
旧
は
３
７
年
ご
ろ
ま
で

か
か
る
見
通
し
。

　
【
共
同
】
１
０
日
に
結
婚

６
０
年
を
迎
え
た
天
皇
、
皇

后
両
陛
下
は
１
２
日
、
両

陛
下
の
結
婚
を
記
念
し
て

１
９
６
５
年
に
開
園
し
た
横

浜
市
青
葉
区
の
自
然
公
園

「
こ
ど
も
の
国
」
を
訪
問
さ

れ
た
。
両
陛
下
は
機
関
車
型

の
バ
ス
「
あ
か
ポ
ッ
ポ
号
」

に
乗
り
、
園
内
を
１
周
、
集

ま
っ
た
多
く
の
来
園
者
に
笑

顔
で
手
を
振
っ
た
。

　

公
園
は
、
５
９
年
の
結
婚

の
際
に
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
祝
い
金
を
、両
陛
下
が「
子

大
天
守
、
壮
麗

に
そ
び
え
る

熊
本
城
ド
ロ
ー
ン
撮
影
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１
８
の
新
た
な
対
策
も
発
表

Ｒ
．
Ｍ
．
Ｏ
．
は
、
襲
撃
計

画
に
か
か
わ
る
気
は
一
切
な

か
っ
た
と
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

や
り
と
り
を
続
け
た
の
は
、

自
分
を
守
る
た
め
だ
っ
た
と

も
語
っ
て
い
る
。
警
察
は
Ｒ
．

Ｍ
．
Ｏ
．
が
事
件
後
、
学
校

で
行
わ
れ
た
、
次
に
襲
撃
が

起
き
た
際
に
備
え
る
避
難
訓

練
に
参
加
し
た
こ
と
を
確
認

し
、Ｒ
．Ｍ
．Ｏ
．が
共
犯
だ
っ

た
と
の
見
立
て
を
排
除
し
た
。

　

市
警
、
検
察
が
１
１
日
に

共
同
で
発
表
し
た
犯
行
組
織

図
に
は
、Ｒ
．
Ｍ
．
Ｏ
．
は「
共

犯
者
と
言
え
な
く
は
な
い
が
、

重
要
度
は
低
い
」
と
記
述
さ

れ
て
い
た
。
検
察
官
の
ラ
フ
ァ

エ
ル
・
ド
・
ヴ
ァ
ル
氏
は
彼

に
つ
い
て
、「
捜
査
は
進
め

る
が
、（
身
柄
拘
束
な
ど
は
）

裁
判
所
に
要
請
し
て
い
な
い
」

と
語
っ
た
。

　

市
警
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
犯
行
を
称
賛
し
た
人

物
の
身
元
の
割
り
出
し
も
進

め
て
い
る
。
モ
ジ
市
警
の
ジ
ャ

イ
ー
ル
・
オ
ル
チ
ス
警
部
は
、

「
犯
行
へ
の
関
与
の
度
合
い

　

就
任
１
０
０
日
を
前
に
支
持
率
が
下
が
り
、
民
政
復
帰
後
の
大
統
領
の
初
年
で

は
最
低
の
支
持
率
と
報
じ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
打
ち
消
す
よ
う
に
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
は
１
１
日
、
就
任
１
０
０
日
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。
大
統
領
は
こ

の
場
で
今
後
の
目
標
１
８
個
も
公
表
し
た
。
１
２
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

官
は
〝
海
の
波
は
高
い
〞
と

言
っ
た
が
、
私
は
空
に
は
雲

ひ
と
つ
な
い
状
態
だ
と
確
信

し
て
い
る
」
と
自
信
を
強
調

し
た
。
さ
ら
に
「
神
」
と
い

う
言
葉
を
３
度
使
っ
た
。

　

大
統
領
は
ス
ピ
ー
チ
の
前

に
、
１
８
の
対
策
に
署
名
を

行
っ
た
。
そ
の
内
の
１
２
は

大
統
領
令
で
、
四
つ
が
法
案

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
そ
の
中

の
一
つ
は
、
１
０
日
付
本
面

で
報
じ
た
、「
過
去
の
大
統

領
令
で
無
意
味
化
し
た
も
の

２
５
０
件
を
廃
止
す
る
」
た

め
の
大
統
領
令
だ
。

　

１
８
の
内
九
つ
は
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
が
昨
年
の
大
統
領

選
の
際
に
選
挙
公
約
と
し
て

高
等
選
挙
裁
判
所
に
提
出
し

た
項
目
や
そ
の
一
部
に
特
化

し
た
内
容
だ
っ
た
。

　

中
銀
総
裁
の
任
期
は
大
統

領
の
任
期
と
は
切
り
離
し
て

４
年
間
と
す
る
こ
と
を
盛
り

込
ん
だ
「
中
央
銀
行
の
独
立

化
案
」
も
そ
の
一
つ
で
、
法

案
補
足
案
と
し
て
連
邦
議
会

に
提
出
さ
れ
る
。

　

同
じ
く
公
約
の
一
つ
だ
っ

　

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
が
２

〜
３
日
に
行
っ
た
最
新
調
査

で
、
国
民
の
３
分
の
１
が
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
の
政
治
的
、
社
会

的
危
機
に
つ
い
て
知
ら
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
同
国
の

問
題
は
伯
字
紙
で
も
連
日
の

よ
う
に
報
じ
て
い
る
も
の
の

ひ
と
つ
だ
が
、
３
５
％
が
知

た
「
ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
の
合

法
化
」
は
、
法
案
と
し
て
提

出
さ
れ
る
見
込
み
だ
。
伯
国

で
は
現
在
、
７
千
余
り
の
家

庭
の
子
供
が
学
校
に
行
か
ず

に
家
庭
学
習
を
行
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
現
行
法
で
は

違
法
だ
。
ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル

は
主
に
福
音
派
が
強
く
支
持

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
テ
メ
ル
政
権
が
半

額
に
打
ち
切
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

奨
学
金
の
「
ボ
ウ
サ
・
ア

ト
レ
ッ
タ
」
を
復
活
さ
せ
る

法
案
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
法
案
が
承
認
さ
れ
る
と

３
１
４
２
人
の
ス
ポ
ー
ツ
選

手
が
新
た
に
恩
恵
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。

　

１
１
日
に
署
名
さ
れ
た

「
３
５
の
目
標
達
成
」と
言
う
が

が
高
い
か
低
い
か
に
は
関
わ

ら
ず
、
ネ
ッ
ト
の
陰
に
隠
れ
て

い
る
人
物
を
無
罪
放
免
で
逃

げ
お
お
さ
せ
る
事
は
出
来
な

い
」
と
語
っ
た
。

　

捜
査
の
第
一
段
階
は
、
事

件
を
起
こ
し
た
後
に
現
場

で
自
殺
し
た
Ｇ
．
Ｔ
．
Ｍ
．

（
１
７
）
と
、
彼
に
撃
た
れ

て
死
亡
し
た
ル
イ
ス
・
デ
・

カ
ス
ト
ロ
（
２
５
）
以
外
の

共
犯
者
を
探
す
事
が
目
的

だ
っ
た
。
続
く
第
二
段
階
で

は
、
Ｇ
．
Ｔ
．
Ｍ
．
ら
に

３
８
口
径
リ
ボ
ル
バ
ー
な
ど

を
違
法
に
売
っ
た
人
間
の
割

り
出
し
を
行
っ
た
。
１
０
日

に
は
、
ス
ザ
ノ
市
に
住
む
ク

リ
ス
チ
ア
ー
ノ
・
デ
・
ソ
ウ
ザ

（
４
７
）、
翌
１
１
日
に
は

　

実
行
犯
２
人
を
そ
そ
の
か

し
た
人
物
に
は
、
現
在
少
年

院
に
拘
置
さ
れ
て
い
る
１
７

歳
の
少
年
が
い
る
が
、Ｒ
．Ｍ
．

Ｏ
．
は
、
こ
の
少
年
と
ワ
ッ
ツ

ア
ッ
プ
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
交
換

し
て
い
た
。

　

Ｒ
．Ｍ
．Ｏ
．が
書
い
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
中
で
、
特
に
捜
査

員
た
ち
の
注
意
を
ひ
い
た
の

は
、「
学
校
の
食
堂
で
爆
弾
を

爆
発
さ
せ
た
い
」
の
部
分
だ
。

警
察
に
呼
ば
れ
て
供
述
し
た

　

先
月
１
３
日
に
聖
州
ス
ザ

ノ
市
で
発
生
し
、
１
０
人
の

死
者
を
出
し
た
公
立
校
襲
撃

事
件
を
捜
査
し
て
い
る
聖
州

市
警
と
聖
州
検
察
は
、
１
７

歳
の
生
徒
Ｒ
．
Ｍ
．
Ｏ
．
を
、

襲
撃
事
件
を
そ
そ
の
か
し
た

共
犯
と
し
て
捜
査
し
て
い
る

と
、
１
２
日
付
エ
ス
タ
ー
ド

紙
が
報
じ
た
。

　
こ
れ
は
、
捜
査
の
第
三
弾

で
、
実
行
犯
で
は
な
い
が
、

犯
行
を
そ
そ
の
か
し
、
そ
の

後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
事
件
を
称
賛
し
て
い
る
人

物
ら
を
対
象
と
し
て
い
る
。

銃
を
売
っ
た
容
疑
者
も
３
人
逮
捕

隣
り
合
わ
せ
の
建
物
２
軒
が
倒
壊

続
く
遺
族
や
被
害
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

聖
市
で
タ
チ
ア
ノ
・
ケ
イ
ロ
ス
、

ア
デ
イ
ウ
ト
ン
・
ド
ス
・
サ

ン
ト
ス
の
計
３
人
の
容
疑
者

が
逮
捕
さ
れ
た
。
３
人
は
携

帯
電
話
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

使
っ
て
Ｇ
．
Ｔ
．
Ｍ
．
に
銃

や
銃
弾
を
売
っ
た
嫌
疑
が
か

け
ら
れ
て
お
り
、
殺
人
罪
に

問
わ
れ
る
可
能
性
が
濃
厚
だ
。

ス
ザ
ノ
市
警
の
ア
レ
シ
ャ
ン
ド

レ
・
ジ
ア
ス
警
部
は
「
３
人

の
関
係
は
ま
だ
調
査
中
」
と

語
っ
た
。

　

ま
た
、
襲
撃
事
件
で
命
こ

そ
と
り
と
め
た
が
、
負
傷
し

た
１
１
人
が
、
１
１
日
に
ス

ザ
ノ
市
内
の
保
健
所
（
Ｕ
Ｂ

Ｓ
）
で
、
身
体
検
査
と
心
理

状
態
の
検
査
を
受
け
た
。

　

聖
州
の
犯
罪
被
害
者
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
）
は
、

事
件
発
生
直
後
よ
り
、
遺
族

や
学
校
の
生
徒
、
教
職
員
へ

の
心
理
的
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
。

「
１
０
０
％
ブ
ラ
ジ
ル
の
た

め
の
１
０
０
日
間
」
と
い
う

題
の
下
で
、
就
任
１
０
０
日

間
を
総
括
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
渡
米
中
の
パ
ウ
ロ
・

ゲ
デ
ス
財
相
と
カ
ル
ロ
ス
・

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ド
ス
・
サ
ン

ト
ス
・
ク
ル
ス
大
統
領
府
総

務
室
長
官
を
除
く
、
す
べ
て

の
閣
僚
が
顔
を
そ
ろ
え
た
。

　

大
統
領
府
広
報
官
の
オ
タ

ヴ
ィ
オ
・
レ
ゴ
・
バ
ロ
ス
氏

は
、「
１
月
に
打
ち
出
し
た

３
５
の
目
標
は
全
て
達
成
し

た
」
と
語
っ
た
。
し
か
し
、

フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
、
エ
ス
タ
ー

ド
紙
は
、
達
成
し
た
と
い
え

る
目
標
は
、
前
者
が
２
４
、

後
者
が
１
８
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
も
５
分
足
ら
ず
の
ス
ピ
ー

チ
を
行
い
、「
バ
ロ
ス
広
報

事件が発生した聖州立ラウル・ブラジル校
（google street view）

倒壊家屋、他にも倒壊の可能性が
ある建物が２軒ある（Divulgação 
C e n t r o  d e  O p e r a ç õ e s  d a 
Prefeitura do Rio）

１
１
日
の
イ
ベ
ン
ト

（Antonio Cruz/Agencia Brasil

）

中
銀
独
立
な
ど
に
着
手

リ オ 市

１
８
の
対
策
は
、
汚
職
や
環

境
犯
罪
、
薬
物
問
題
な
ど
に

関
す
る
も
の
や
、社
会
統
合
、

観
光
促
進
、
経
済
、
教
育
な

ど
の
分
野
に
及
ん
で
い
る
。

ら
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
仮

に
同
国
の
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権

に
対
し
て
軍
事
介
入
を
行
う

と
な
っ
た
場
合
、〔
伯
国
軍

を
派
兵
す
べ
き
だ
〕
と
考
え

て
い
る
人
は
４
３
％
で
、
反

対
の
意
見
の
人
が
５
４
％
で

上
回
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
の
移
民

は
受
け
入
れ
る
べ
き
」
と
答

え
た
人
は
６
８
％
で
、
反
対

の
２
７
％
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。
知
ら
な
い
人
が
多

い
の
も
問
題
だ
が
、
な
ま
じ

知
っ
て
い
る
人
が
軍
事
介
入

を
求
め
て
問
題
を
こ
じ
ら
せ

る
の
と
ど
ち
ら
が
よ
い
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
・
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
上
議
の
リ
オ
市
議
時
代
の

疑
惑
の
職
員
、
フ
ァ
ブ
リ
シ

オ
・
ケ
イ
ロ
ス
氏
が
、
リ
オ

州
検
察
局
に
約
束
し
た
、
フ

ラ
ヴ
ィ
オ
氏
の
職
員
の
リ
ス

ト
提
出
を
、
４
０
日
が
経
過

し
た
今
も
、
ま
だ
行
っ
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ケ

イ
ロ
ス
氏
は
、
他
の
職
員
の

給
与
の
大
半
を
受
け
取
り
、

給
与
額
以
上
の
金
を
動
か
し

て
い
た
と
し
て
注
目
さ
れ
、

「
実
態
の
な
い
人
」
を
意
味

す
る
「
ラ
ラ
ン
ジ
ャ
（
オ
レ

ン
ジ
）」
の
あ
だ
名
で
全
国

的
に
有
名
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
で
は
疑
惑
は
さ
ら
に
深

ま
る
ば
か
り
だ
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
の
聖
州
選
手
権

は
明
日
と
２
１
日
に
い
よ
い

よ
決
勝
戦
。
対
戦
す
る
の
は

サ
ン
パ
ウ
ロ
と
コ
リ
ン
チ
ャ

ン
ス
で
、
第
１
試
合
は
明
日

モ
ル
ン
ビ
で
、
第
２
試
合
は

来
週
イ
タ
ケ
ラ
で
、
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
る
。
サ
ン
パ
ウ
ロ

が
優
勝
す
れ
ば
、
１
４
年
ぶ

り
２
２
回
目
、
コ
リ
ン
チ
ャ

ン
ス
が
優
勝
な
ら
３
年
連

続
３
０
回
目
の
優
勝
と
な
る

が
、
勝
利
の
女
神
は
ど
ち
ら

に
微
笑
む
？

　
【
既
報
関
連
】
ミ
ナ
ス
州

市
警
は
、
１
月
２
５
日
に
発

生
し
た
ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
の
鉱

滓
ダ
ム
決
壊
事
故
に
よ
る
行

方
不
明
者
の
一
部
は
、
賠
償

金
の
受
け
取
り
な
ど
を
狙
い
、

虚
偽
の
捜
索
願
な
ど
を
出
し

て
い
た
と
し
て
捜
査
を
行
っ
て

い
る
。
市
警
は
１
１
日
、
不

正
や
ミ
ス
が
疑
わ
れ
る
行
方

不
明
者
１
６
人
の
名
を
リ
ス

ト
か
ら
抹
消
。
現
在
の
行
方

不
明
者
は
５
２
人
に
な
っ
た

と
、
１
２
日
付
エ
ス
タ
ー
ド

紙
が
報
じ
た
。

　

市
警
が
行
方
不
明
者
の
数

を
減
ら
す
の
は
こ
れ
で
２
回

目
だ
。
１
回
目
は
１
７
人

の
名
が
消
さ
れ
て
お
り
、
不

正
の
疑
い
ま
た
は
ミ
ス
の
訂

正
で
行
方
不
明
者
リ
ス
ト

か
ら
消
さ
れ
た
人
は
３
３

人
に
な
っ
た
。
１
１
日
ま
で

に
確
認
さ
れ
た
死
者
の
数
は

２
２
５
人
だ
。

　

市
警
は
「
警
察
の
捜
査
に

よ
っ
て
、
間
違
っ
て
行
方
不
明

者
扱
い
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
事

が
分
か
っ
た
り
し
て
、『
行
方

不
明
者
リ
ス
ト
か
ら
名
前
を

消
し
て
欲
し
い
』
と
要
請
す

る
人
も
出
て
い
る
」
と
し
た
。

ま
た
、
生
存
が
確
認
さ
れ
、

リ
ス
ト
か
ら
外
さ
れ
た
例
も

あ
る
と
い
う
。

　

市
警
発
表
の
文
書
に
は
、

「
賠
償
金
を
不
正
に
受
け
取

る
目
的
で
、
わ
ざ
と
行
方
不

明
だ
と
し
て
い
た
が
、
そ
の

後
、
不
正
発
覚
を
恐
れ
て
取

り
消
さ
れ
た
例
も
あ
る
」
と

書
か
れ
て
も
い
る
。

　

２
月
に
は
「
泥
水
の
直
撃

で
崩
壊
し
た
宿
泊
施
設
に
泊

ま
っ
て
い
た
妻
と
娘
を
失
っ

た
」
と
嘘
の
供
述
を
し
て
い

た
男
が
捕
ま
り
、
３
月
に
は

「
事
故
で
娘
を
失
っ
た
」
と

の
嘘
が
発
覚
し
た
女
が
現
行

犯
で
捕
ま
っ
た
。

　

賠
償
金
の
不
正
受
給
目
的

で
行
方
不
明
と
届
け
ら
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
な
い
か
の
捜

査
は
今
後
も
続
け
ら
れ
る
。

　
【
既
報
関
連
】
８
日
夜
の

豪
雨
で
死
傷
者
も
出
た
リ
オ

市
西
部
で
１
２
日
、
４
〜
６

階
建
て
の
建
物
が
倒
壊
し
、

死
傷
者
が
出
る
事
故
が
発
生

し
た
と
１
２
日
付
伯
字
紙
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

事
故
が
起
き
た
の
は
、
ミ

リ
シ
ア
と
呼
ば
れ
る
犯
罪
者

の
民
兵
組
織
が
支
配
す
る
、

ム
ゼ
マ
地
区
だ
。
同
地
区
は

バ
ー
ラ
・
ダ
・
チ
ジ
ュッ
カ
と

ア
ウ
ト
・
ダ
・
ボ
ア
・
ヴ
ィ

ス
タ
の
間
に
あ
り
、
丘
に
囲

ま
れ
た
盆
地
状
の
地
形
だ
。

同
地
区
は
８
日
に
降
っ
た
大

雨
の
た
め
、
リ
オ
・
ダ
ス
・

ペ
ド
ラ
ス
市
に
も
繋
が
る
幹

線
道
路
が
１
１
日
も
冠
水
し

た
ま
ま
で
、
通
行
止
め
と
な
っ

て
い
た
。

　

建
物
２
軒
が
倒
壊
し
た
の

は
午
前
６
時
４
０
分
頃
だ
。

豪
雨
後
に
ひ
び
割
れ
な
ど
が

確
認
さ
れ
、
倒
壊
の
危
険
性

が
あ
る
建
物
は
他
に
も
２
軒

あ
り
、
付
近
住
民
に
退
避
命

令
が
出
た
。
一
帯
は
立
ち
入

り
禁
止
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
地
区
は
環
境
保
護
区

で
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
建
設

は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
ミ

リ
シ
ア
が
支
配
し
て
い
て
、

行
政
監
査
も
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
い
な
い
た
め
、
４
〜
６

階
建
て
の
不
法
建
築
物
が
次

か
ら
次
に
建
て
ら
れ
、
売
ら

れ
て
い
る
。
現
在
も
建
設
中

の
建
物
が
約
６
０
軒
あ
る
。

　

リ
オ
市
は
昨
年
１
１
月
、

倒
壊
家
屋
の
建
築
中
止
と
取

り
壊
し
を
命
じ
た
が
、
裁
判

所
が
取
り
壊
し
を
禁
ず
る
暫

定
令
を
出
し
た
た
め
、
工
事

は
続
け
ら
れ
、
入
居
者
も
出

始
め
た
。
こ
れ
を
裏
付
け
る

よ
う
に
、
倒
壊
家
屋
の
住
民

ら
は
、
落
成
は
６
カ
月
前
、

結
婚
後
に
持
ち
家
が
欲
し
く

て
買
っ
た
、
１
週
間
前
に
転

居
し
て
き
た
ば
か
り
な
ど
と

い
っ
て
い
る
。

　

現
場
に
は
市
防
災
局
の
職

員
や
消
防
隊
員
、
陸
軍
兵
士

ら
が
駆
け
つ
け
、
救
出
活
動

な
ど
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

先
日
の
雨
で
道
路
が
遮
断

さ
れ
て
い
る
上
、
路
面
の
穴

な
ど
で
交
通
が
妨
げ
ら
れ
、

救
急
隊
を
含
む
消
防
士
の
到

着
が
予
想
以
上
に
遅
れ
た
た

め
、
最
初
の
救
出
活
動
は
住

民
達
が
行
っ
た
が
、
瓦
礫
の

量
が
多
い
た
め
、
本
格
的
な

作
業
は
消
防
の
到
着
を
待
っ

て
行
わ
れ
た
。
８
時
過
ぎ
に

は
、
２
人
の
死
亡
が
確
認
さ

れ
、
２
人
負
傷
と
発
表
。
そ

の
後
、
不
明
者
１
７
人
と
の

数
字
も
出
た
が
、
救
出
作
業

は
続
け
ら
れ
て
お
り
、
生

存
者
が
助
け
出
さ
れ
る

た
び
に
歓
声
が
上
が
っ

た
。

　

午
後
４
時
現
在
の
死

者
は
３
人
、
負
傷
者
は

９
人
。
不
明
者
数
は
確

定
し
て
な
い
。

　

な
お
、
リ
オ
市
は
現

　

１
２
日
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
は
、
７
日
に
リ
オ
で
起

き
た
、
陸
軍
兵
の
誤
認
で

８
０
発
の
銃
弾
を
受
け
た
一

般
市
民
が
亡
く
な
っ
た
件
に

言
及
し
、「
陸
軍
は
人
を
殺

し
て
な
ど
い
な
い
」
と
、
陸

軍
兵
を
擁
護
す
る
発
言
を

行
っ
た
。
１
２
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
発

言
は
、
ア
マ
パ
ー
州
の
マ
カ

パ
ー
空
港
落
成
式
の
際
に
、

取
材
陣
に
答
え
た
も
の
だ
。

　

こ
の
事
件
で
は
、
音
楽

家
の
エ
ヴ
ァ
ウ
ド
・
ド
ス
・

サ
ン
ト
ス
・
ロ
ー
ザ
さ
ん

（
５
１
）
が
、
車
を
運
転
中

に
陸
軍
兵
に
マ
シ
ン
ガ
ン
で

８
０
発
以
上
を
撃
ち
込
ま
れ

（
内
３
発
が
背
中
に
命
中
）、

亡
く
な
っ
た
。
ま
た
、
同
乗

し
て
い
た
義
父
と
、
彼
ら
を

助
け
よ
う
と
し
た
通
行
人
が

負
傷
し
た
。
同
件
で
は
陸
軍

兵
１
０
人
が
逮
捕
さ
れ
、
９

人
は
ま
だ
拘
置
中
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
、
５
日
遅
れ

で
の
反
応
と
な
っ
た
大
統
領

は
、「
正
直
な
一
般
市
民
が

亡
く
な
っ
た
の
は
嘆
か
わ
し

い
。
誰
に
責
任
が
あ
る
の
か

は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
と
」

と
し
な
が
ら
も
、「
陸
軍
兵

は
誰
も
殺
し
て
い
な
い
。
陸

軍
兵
は
市
民
で
あ
り
、
誰
も

市
民
を
人
殺
し
扱
い
に
は
で

き
な
い
。
あ
れ
は
偶
発
的
な

事
故
だ
」
と
し
て
、
自
身
も

所
属
し
て
い
た
陸
軍
の
兵
士

を
擁
護
し
た
。

　

同
件
は
、
陸
軍
兵
が
誰
何

や
車
内
の
点
検
も
せ
ず
に
銃

撃
を
開
始
し
た
こ
と
や
、
市

警
で
は
な
く
、
軍
検
察
と
軍

裁
判
所
が
事
件
を
扱
う
こ
と

な
ど
で
、
国
民
の
間
で
軍
に

対
す
る
強
い
批
判
が
沸
き
起

こ
っ
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

4月12日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.8943 R$
買　3.8938  R$

円相場
売　0.0348  R$
買　0.0348  R$

「成功の１００日」をアピール
　

社
会
保
障
制
度
改
革
法
案
の
審
議
が
若
干
暗
礁
に
乗
り

行
方
不
明
者
が
３
３
人
減
少

不
正
発
覚
や
ミ
ス
の
訂
正
に
よ
り

不
法
建
築
で
大
雨
に
耐
え
ら
れ
ず

ボウソナロ
スザノ学校襲撃事件

も
う
一
人
教
唆
容
疑
者
が
浮
上

（２）２０１９年 第５２２１号 ４月 １３日 （土曜日）

ブルマジーニョ続報

「
陸
軍
は
人
を
殺
し
て
い
な
い
」

リ
オ
で
の
８
０
発
誤
射
事
件
で

ボウソナロ

上
げ
た
感
が
あ

る
こ
と
や
、
連

邦
議
会
で
は
今

日
ま
で
、
連

邦
政
府
側
の
法

案
が
ひ
と
つ
も

承
認
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
な
ど

で
、
２
、
３
日

に
行
わ
れ
た

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー

リ
ャ
の
世
論
調

査
で
の
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
へ

の
支
持
率
は

３
２
％
に
下
が

り
、
不
支
持
率

が
３
０
％
に
上

が
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、

連
邦
政
府
は

在
、
非
常
事
態
宣
言
下
に
あ

り
、
８
日
の
夜
出
た
警
戒
レ

ベ
ル
も
、
土
砂
崩
れ
な
ど
が

起
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
最

高
位
の
３
が
保
た
れ
て
い
る
。



　

欧お
う

州し
ゅ
うの
空く

う

港こ
う

ラ
ウ
ン
ジ
や
機き

内な
い

サ
ー
ビ
ス
で
よ
く
マ
カ
ダ
ミ

ア
ナ
ッ
ツ
が
出で

て
く
る
。２
セ
ン
チ
ほ
ど
の
白し

ろ
っ
ぽ
い
ナ
ッ
ツ
で
、

淡た
ん

泊ぱ
く

な
味あ

じ

で
健け

ん

康こ
う

食し
ょ
く

品ひ
ん

と
し
て
も
人に

ん

気き

が
あ
る
。
こ
の
マ
カ

ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
の
世せ

界か
い

５
大だ

い

メ
ー
カ
ー
の
一ひ

と
つ
が
、
ケ
ニ
ア
を

ベ
ー
ス
と
す
る
「
ケ
ニ
ア
・
ナ
ッ
ツ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」
で
あ
り
、

こ
の
会か

い

社し
ゃ

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
育そ

だ

て
た
も
の
だ
と
い
う
事こ

と

を
、
最さ

い

近き
ん

、

知し

っ
た
。

　

そ
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
は
佐さ

藤と
う

芳よ
し

之ゆ
き

さ
ん
。
昭

し
ょ
う

和わ

４
８

（
１
９
７
３
）
年ね

ん

、
３
０
代だ

い

前ぜ
ん

半は
ん

で
ケ
ニ
ア
に
渡わ

た

り
、
鉛え

ん

筆ぴ
つ

、
リ
ヤ
カ
ー
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ビ
ジ
ネ

ス
を
手て

が
け
た
後あ

と

、
マ
カ
ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
で
成せ

い

功こ
う

し
、
社し

ゃ

員い
ん

数す
う

４
千せ

ん

、
契け

い

約や
く

農の
う

家か

５
万ま

ん

軒け
ん

、
農の

う

地ち

は
東と

う

京き
ょ
うド
ー
ム
７
８
０
個こ

分ぶ
ん

ま
で
拡か

く

大だ
い

し
た
。
１
軒け

ん

４
人に

ん

で
計け

い

算さ
ん

す
る
と
、
２
０
万ま

ん

人に
ん

も
の
生せ

い

活か
つ

を
支さ

さ

え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
ま
で
だ
と
絵え

に
描か

い
た
よ
う
な
成せ

い

功こ
う

物も
の

語が
た
りだ
が
、

「
普ふ

通つ
う

」
で
な
い
の
は
佐さ

藤と
う

さ
ん
が
こ
の
会か

い

社し
ゃ

を
平へ

い

成せ
い

２
０

（
２
０
０
８
）
年ね

ん

に
タ
ダ
同ど

う

然ぜ
ん

で
手て

放ば
な

し
て
、
現げ

ん

地ち

の
人ひ

と

々び
と

に
任ま

か

せ
て
し
ま
っ
た
事こ

と

だ
。
そ
し
て
、
ご
自じ

身し
ん

は
７
２
歳さ

い

で
ま

た
新あ

ら

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
立た

ち
上あ

げ
に
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

し
て
い
っ
た
。
本ほ

ん

編ぺ
ん

で
は
、
佐さ

藤と
う

さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
考か

ん
が
え
か
ら
、
こ
う
い
う
道み

ち

を

歩あ
ゆ

ん
だ
の
か
、
氏し

の
２
冊さ

つ

の
著ち

ょ

書し
ょ

［
１
，
２
］
か
ら
辿た

ど
っ
て
み

た
い
。

　

佐さ

藤と
う

さ
ん
が
子こ

供ど
も

の
頃こ

ろ

、
父ち

ち

親お
や

は
よ
く
こ
う
言い

っ
て
い
た
と

い
う
。

　

君き
み

た
ち
は
俺お

れ

た
ち
の
子こ

ど
も
と
い
う
よ
り
は
国く

に

の
財ざ

い

産さ
ん

な

の
だ
。
子こ

ど
も
た
ち
は
日に

本ほ
ん

と
い
う
国く

に

や
世せ

界か
い

を
見み

据す

え
て
、

大お
お

き
く
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。［
１
，　
３
９
１
］

　
「
子こ

は
国く

に

の
宝た

か
ら」
と
い
う
、
昔む

か
し
か
ら
の
考か

ん
が
え
方か

た

で
あ
る
。
母は

は

親お
や

も
地ち

方ほ
う

か
ら
東と

う

京き
ょ
うに
出で

て
き
た
学が

く

生せ
い

た
ち
を
よ
く
家い

え

に
泊と

め
て
、
面め

ん

倒ど
う

を
見み

て
い
た
。

ケ
ニ
ア
で
世せ

界か
い

有ゆ
う

数す
う

の

ナ
ッ
ツ
会が

い

社し
ゃ

を
育そ

だ

て
た
佐さ

藤と
う

芳よ
し

之ゆ
き

さ
ん

２０１９年
ねん

１月
がつ

２０日
か

版
ばん

私わ
た
しが
今い

ま

、
自じ

分ぶ
ん

の
富と

み

と
か
、
自じ

分ぶ
ん

の
利り

益え
き

の
た
め
の
事じ

業
ぎ
ょ
う

よ
り
も
、
公こ

う

共き
ょ
うに
資し

す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
こ
と
を
や
り
た
い
、

自じ

分ぶ
ん

の
役や

く

割わ
り

を
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
も
の
と
し
て
見み

た
い
と
考か

ん
が
え

る
の
は
、
両

り
ょ
う

親し
ん

の
影え

い

響き
ょ
うに
よ
る
も
の
だ
と
思お

も

い
ま
す
。［
１
，　

４
０
０
］

　

ア
フ
リ
カ
に
興

き
ょ
う

味み

を
持も

っ
た
き
っ
か
け
の
一ひ

とつ
が
、
郷

き
ょ
う

里り

の
英え

い

雄ゆ
う

・
野の

口ぐ
ち

英ひ
で

世よ

［
Ａ
］
だ
っ
た
。
野の

口ぐ
ち

が
黄お

う

熱ね
つ

病び
ょ
うの
研け

ん

究き
ゅ
う

途と

上じ
ょ
うで
亡な

く
な
っ
た
の
が
、西に

し

ア
フ
リ
カ
の
ガ
ー
ナ
だ
っ
た
。
ガ
ー

ナ
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

の
初し

ょ

代だ
い

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うと
な
っ
た
「
ア
フ
リ
カ
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

の
父ち

ち

」
ク
ワ
メ
・
エ
ン
ク
ル
マ
の
伝で

ん

記き

も
読よ

ん
で
、
ま
す
ま
す

血ち

が
騒さ

わ

い
だ
。
ア
フ
リ
カ
に
行い

く
に
は
ま
ず
は
語ご

学が
く

だ
と
、
東と

う

京き
ょ
う

外が
い

国こ
く

語ご

大だ
い

学が
く

に
進し

ん

学が
く

し
た
。

　

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

後ご

、
ガ
ー
ナ
大だ

い

学が
く

に
留

り
ゅ
う

学が
く

し
て
、
働は

た
ら
き
な
が
ら
農の

う

村そ
ん

で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
な
ど
を
こ
な
し
た
。
留

り
ゅ
う

学が
く

後ご

、
日に

っ

系け
い

企き

業ぎ
ょ
うの
ケ
ニ
ア
の
現げ

ん

地ち

子こ

会が
い

社し
ゃ

に
入は

い

り
、
繊せ

ん

維い

関か
ん

係け
い

の
仕し

事ご
と

を
し
た
。
５
年ね

ん

の
契け

い

約や
く

期き

間か
ん

を
終お

え
て
日に

本ほ
ん

に
帰か

え

る
と
、

数す
う

ヶ
月げ

つ

後ご

に
は
自じ

分ぶ
ん

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
始は

じ

め
よ
う
と
ケ
ニ
ア
に
舞ま

い
戻も

ど
っ
た
。

　

鉛え
ん

筆ぴ
つ

製せ
い

造ぞ
う

な
ど
、
い
く
つ
か
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

し
た
後あ

と

、

マ
カ
ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
と
出で

会あ

い
、そ
の
お
い
し
さ
か
ら
「
こ
れ
だ
」

と
思お

も
っ
た
。
企き

画か
く

書し
ょ

を
作つ

く

り
、農の

う

業ぎ
ょ
う

省し
ょ
うに
開か

い

業ぎ
ょ
う

申し
ん

請せ
い

を
し
た
。

　

世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

の
５
社し

ゃ

と
の
競

き
ょ
う

合ご
う

と
な
っ
た
が
、
佐さ

藤と
う

さ
ん
の
提て

い

案あ
ん

が
採さ

い

用よ
う

さ
れ
た
。
大だ

い

農の
う

場じ
ょ
うで
ケ
ニ
ア
人じ

ん

を
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

と
し
て

使つ
か

う
欧お

う

米べ
い

型が
た

の
開か

い

発は
つ

で
は
な
く
、
農の

う

民み
ん

が
自じ

前ま
え

の
小

し
ょ
う

農の
う

園え
ん

で

ナ
ッ
ツ
を
供

き
ょ
う

給き
ゅ
うす
る
こ
と
で
、
農の

う

村そ
ん

の
経け

い

済ざ
い

基き

盤ば
ん

を
確か

く

立り
つ

し
よ

う
と
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

資し

金き
ん

は
、
明め

い

治じ

製せ
い

菓か

に
相そ

う

談だ
ん

し
、
開か

い

業ぎ
ょ
う

資し

金き
ん

と
し
て
５
年ね

ん

分ぶ
ん

の
ナ
ッ
ツ
代だ

い

を
前ま

え

払ば
ら

い
し
て
く
れ
た
。
そ
の
上う

え

に
食

し
ょ
く

品ひ
ん

加か

工こ
う

の
プ
ロ
ま
で
派は

遣け
ん

し
て
く
れ
た
。
こ
う
し
て
１
９
７
４
（
昭

し
ょ
う

和わ

４
９
）
年ね

ん

、
佐さ

藤と
う

さ
ん
は
わ
ず
か
数す

う

人に
ん

の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、

ケ
ニ
ア・
ナ
ッ
ツ・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
設せ

つ

立り
つ

し
た
。
３
５
歳さ

い

だ
っ
た
。 　

最さ
い

初し
ょ

の
仕し

事ご
と

は
、
品ひ

ん

種し
ゅ

改か
い

良り
ょ
うし
た
マ
カ
ダ
ミ
ア
の
木き

の
苗な

え

を
持も

っ
て
、
農の

う

家か

を
回ま

わ

り
、
木き

を
植う

え
て
く
れ
る
よ
う
交こ

う

渉
し
ょ
う

す
る
こ
と
だ
っ
た
。
苗な

え

木ぎ

を
無む

料り
ょ
うで
配く

ば

っ
て
も
良よ

か
っ
た
の
だ

が
、
あ
え
て
安や

す

い
値ね

段だ
ん

を
つ
け
て
買か

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。

タ
ダ
で
も
ら
う
の
と
、
自じ

分ぶ
ん

で
お
金か

ね

を
払は

ら

っ
て
買か

う
の
と
で

は
、
意い

識し
き

が
全ぜ

ん

然ぜ
ん

違ち
が

う
は
ず
だ
と
佐さ

藤と
う

さ
ん
は
考か

ん
が
え
た
。
苗な

え

を
買か

っ
た
人ひ

と

は
マ
カ
ダ
ミ
ア
の
木き

の
オ
ー
ナ
ー
に
な
る
。

　
こ
れ
は
ガ
ー
ナ
留

り
ゅ
う

学が
く

時じ

代だ
い

に
経け

い

験け
ん

し
た
印い

ん

象し
ょ
う

的て
き

な
出で

来き

事ご
と

か
ら
学ま

な

ん
だ
教

き
ょ
う

訓く
ん

だ
っ
た
。
農の

う

業ぎ
ょ
う

経け
い

済ざ
い

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うで
見け

ん

学が
く

に

行い

っ
た
農の

う

場じ
ょ
うで
の
こ
と
。
コ
ー
ヒ
ー
や
紅こ

う

茶ち
ゃ

は
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

時じ

代だ
い

と

同お
な

じ
よ
う
に
欧お

う

米べ
い

人じ
ん

が
所し

ょ

有ゆ
う

す
る
巨き

ょ

大だ
い

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

作つ
く

る
の
が
普ふ

通つ
う

だ
っ
た
が
、
コ
コ
ア
の
木き

は
農の

う

民み
ん

一ひ
と

人り

ひ
と
り

が
所し

ょ

有ゆ
う

し
、
栽さ

い

培ば
い

し
て
実み

を
収

し
ゅ
う

穫か
く

し
て
、
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うを
得え

て
い
た
。

　
こ
の
農の

う

場じ
ょ
うで
働は

た
ら
く
人ひ

と

の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うは
生い

き
生い

き
と
し
て
い
て
、
村む

ら

か
ら
無む

理り

や
り
連つ

れ
て
こ
ら
れ
て
殴な

ぐ

ら
れ
た
り
し
な
が
ら
奴ど

隷れ
い

の
よ
う
に
働は

た
らい
て
い
る
紅こ

う

茶ち
ゃ

農の
う

場じ
ょ
うや
コ
ー
ヒ
ー
農の

う

場じ
ょ
うの
農の

う

民み
ん

と

は
、
全ぜ

ん

然ぜ
ん

違ち
が
っ
て
い
た
。「
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
る
と
、
人ひ

と

の

顔か
お

は
こ
ん
な
に
明あ

か

る
く
な
る
ん
だ
」
と
佐さ

藤と
う

さ
ん
は
学ま

な

ん
だ
。

こ
こ
か
ら
マ
カ
ダ
ミ
ア
で
も
、
農の

う

民み
ん

た
ち
が
オ
ー
ナ
ー
に
な
る

仕し

組く

み
を
採さ

い

用よ
う

し
た
の
で
あ
る
。［
２
，　
３
７
３
］

　

多お
お

く
の
農の

う

家か

で
と
う
も
ろ
こ
し
や
コ
ー
ヒ
ー
の
間あ

い
だに
マ
カ
ダ

ミ
ア
の
木き

を
植う

え
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
収

し
ゅ
う

量り
ょ
うや
品ひ

ん

質し
つ

が
向こ

う

上じ
ょ
うす
る
よ
う
、
肥ひ

料り
ょ
うの
与あ

た

え
方か

た

や
剪せ

ん

定て
い

の
仕し

方か
た

な
ど
を
教お

し

え

た
。

　

収
し
ゅ
う

穫か
く

し
た
ナ
ッ
ツ
は
い
く
つ
か
の
集

し
ゅ
う

荷か

ポ
イ
ン
ト
に
持も

っ
て

き
て
も
ら
っ
て
現げ

ん

金き
ん

と
引ひ

き
換か

え
る
よ
う
に
し
た
。
現げ

ん

金き
ん

を
確か

く

実じ
つ

に
払は

ら

う
こ
と
で
、
農の

う

民み
ん

は
「
貰も

ら
っ
た
お
金か

ね

で
、
帰か

え

り
に
市い

ち

場ば

で
洗せ

ん

剤ざ
い

を
買か

お
う
」
と
い
う
よ
う
な
計け

い

画か
く

的て
き

な
生せ

い

活か
つ

が
で
き
、

そ
れ
が
新あ

ら

た
な
意い

欲よ
く

に
つ
な
が
る
。

　

た
だ
「
ケ
ニ
ア
・
ナ
ッ
ツ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
車く

る
ま
は
現げ

ん

金き
ん

を
積つ

ん
で
い
る
ぞ
」
と
言い

う
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
広ひ

ろ

ま
り
、
集

し
ゅ
う

荷か

ス
タ
ッ
フ
が
拳け

ん

銃じ
ゅ
うを
持も

っ
た
強ご

う

盗と
う

に
襲お

そ

わ
れ
る
と
い
う
事じ

件け
ん

が
起お

き
た
。
こ
れ

を
防ふ

せ

ぐ
有ゆ

う

効こ
う

な
手て

立だ

て
は
な
く
、
強ご

う

盗と
う

対た
い

策さ
く

を
し
な
が
ら
、

少す
こ

し
ず
つ
信し

ん

用よ
う

を
高た

か

め
て
い
く
し
か
道み

ち

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

次し

第だ
い

に
銀ぎ

ん

行こ
う

決け
っ

済さ
い

に
し
て
く
れ
る
農の

う

家か

も
増ふ

え
て
、「
命い

の
ち
が
け

の
集

し
ゅ
う

荷か

」
は
減へ

っ
て
い
っ
た
。

　

集あ
つ

め
た
マ
カ
ダ
ミ
ア
の
実み

の
外が

い

皮ひ

を
取と

り
除の

ぞ

き
、
中な

か

の
薄う

す

皮か
わ

を
剥は

が
し
、
実み

の
変へ

ん

色し
ょ
く

部ぶ

分ぶ
ん

を
削け

ず

る
作さ

業ぎ
ょ
うは
、
ほ
と
ん
ど
手て

作さ

業ぎ
ょ
うで
行お

こ
なわ
れ
る
。
機き

械か
い

化か

す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
１
人り

で

も
た
く
さ
ん
の
人ひ

と

が
仕し

事ご
と

を
持も

て
る
よ
う
に
し
た
い
、
と
い
う

思お
も

い
で
手て

作さ

業ぎ
ょ
う

中ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
の
で
あ
る
。

　

生せ
い

産さ
ん

開か
い

始し

し
た
初し

ょ

期き

の
頃こ

ろ

、農の
う

業ぎ
ょ
う

大だ
い

臣じ
ん

が
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
や
っ

て
い
る
工こ

う

場じ
ょ
うだ
か
ら
、
最さ

い

先せ
ん

端た
ん

の
す
ご
い
設せ

つ

備び

を
持も

っ
て
い
る

に
違ち

が

い
な
い
」
と
見け

ん

学が
く

に
来き

た
。
当と

う

時じ

は
３
０
０
平へ

い

米べ
い

く
ら

い
の
必ひ

つ

要よ
う

最さ
い

小し
ょ
う

限げ
ん

の
場ば

所し
ょ

で
や
っ
て
い
て
、
機き

械か
い

も
数す

う

台だ
い

し

か
な
か
っ
た
し
、
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

も
た
っ
た
の
８
人に

ん

。
結け

っ

局き
ょ
く、
大だ

い

臣じ
ん

は
「
頑が

ん

張ば

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
だ
け
言い

い
残の

こ

し
て
、
さ
っ
さ
と

帰か
え
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
敷し

き

地ち

だ
け
は
広ひ

ろ

い
土と

地ち

を
確か

く

保ほ

し
た
。
野や

球き
ゅ
うグ
ラ

ウ
ン
ド
２
面め

ん

分ぶ
ん

ほ
ど
の
土と

地ち

を
年ね

ん

に
２
０
万ま

ん

円え
ん

ほ
ど
で
借か

り

た
。
最さ

い

初し
ょ

の
年と

し

の
暮く

れ
に
社し

ゃ

員い
ん

を
集あ

つ

め
て
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開ひ

ら

き
、「
５
年ね

ん

以い

内な
い

に
は
こ
こ
の
土と

地ち

を
全ぜ

ん

部ぶ

工こ
う

場
じ
ょ
う

で
埋う

め
る
ぞ
」
と
言い

っ
た
。「
お
前ま

え

は
こ
こ
で
給

き
ゅ
う

料り
ょ
うの
た
め
に

働は
た
らけ
」
と
言い

わ
れ
る
よ
り
も
、
夢ゆ

め

を
持も

つ
こ
と
で
人ひ

と

は
前ま

え

向む

き

に
な
る
。

　

事じ

業ぎ
ょ
うが
当と

う

初し
ょ

の
想そ

う

定て
い

よ
り
も
早は

や

く
進す

す

ん
だ
と
き
に
は
、
ボ
ー

ナ
ス
と
い
う
形か

た
ちで
成せ

い

功こ
う

の
分ぶ

ん

配ぱ
い

を
し
た
。
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

と
さ
れ
て
い

た
ケ
ニ
ア
に
は
、
も
と
も
と
ボ
ー
ナ
ス
と
い
う
概が

い

念ね
ん

は
な
か
っ

た
。
佐さ

藤と
う

さ
ん
が「
こ
の
会か

い

社し
ゃ

は
我わ

れ

々わ
れ

み
ん
な
の
会か

い

社し
ゃ

だ
か
ら
、

儲も
う

け
た
ら
分わ

け
よ
う
」
と
言い

う
と
、
意い

外が
い

な
事こ

と

の
よ
う
に
喜

よ
ろ
こ

ん
で
く
れ
た
。
そ
の
喜よ

ろ
こ
び
が
彼か

れ

ら
の
自じ

信し
ん

に
つ
な
が
っ
た
。

　

利り

益え
き

は
工こ

う

場じ
ょ
う

拡か
く

張ち
ょ
うに
ど
ん
ど
ん
つ
ぎ
込こ

ん
で
い
っ
た
。
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

は
ビ
ジ
ネ
ス
が
拡か

く

張ち
ょ
うす
る
こ
と
を
大た

い

変へ
ん

喜よ
ろ
こび
、
み
な
意い

欲よ
く

的て
き

に
な
っ
て
く
れ
た
。
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

に
は
４
千せ

ん

人に
ん

の
社し

ゃ

員い
ん

を
抱か

か

え
る
規き

模ぼ

に
な
っ
た
が
、
斎さ

い

藤と
う

さ
ん
を
含ふ

く

め
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

株か
ぶ

主ぬ
し

に

も
、パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
参さ

ん

加か

し
た
ケ
ニ
ア
人じ

ん

株か
ぶ

主ぬ
し

た
ち
に
も
、

配は
い

当と
う

を
実じ

っ

施し

し
た
事こ

と

は
な
か
っ
た
。

　

ア
フ
リ
カ
で
一い

ち

番ば
ん

大た
い

変へ
ん

だ
っ
た
の
は
、
倫り

ん

理り

観か
ん

・
道ど

う

徳と
く

観か
ん

の

違ち
が

い
だ
っ
た
、
と
佐さ

藤と
う

さ
ん
は
言い

う
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
と
っ
て
ご
く

当あ

た
り
前ま

え

の
モ
ラ
ル
、
例た

と

え
ば
嘘う

そ

を
つ
か
な
い
、
約や

く

束そ
く

し
た
時じ

間か
ん

を
守ま

も

る
、
公こ

う

共き
ょ
うの
場ば

に
や
た
ら
と
モ
ノ
を
捨す

て
な
い
、
な
ど

が
ほ
と
ん
ど
守ま

も

れ
な
い
。
倫り

ん

理り

や
道ど

う

徳と
く

よ
り
も
、
と
に
か
く

今き
ょ
う日
生い

き
延の

び
る
こ
と
で
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

な
の
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
人ひ

と

々び
と

に
仕し

事ご
と

を
し
て
も
ら
う
に
は
、
ま
ず
生せ

い

活か
つ

の

保ほ

障し
ょ
うを
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。決き

ま
っ
た
期き

日じ
つ

に
ち
ゃ

ん
と
給

き
ゅ
う

料り
ょ
うを
払は

ら

う
。
一い

っ

般ぱ
ん

の
会か

い

社し
ゃ

で
も
給

き
ゅ
う

料り
ょ
うの
未み

払ば
ら

い
や
ピ
ン

ハ
ネ
は
日に

ち

常じ
ょ
う

茶さ

飯は
ん

事じ

で
あ
る
。
い
つ
給

き
ゅ
う

料り
ょ
うが
入は

い

る
の
か
分わ

か

ら
な
い
と
な
っ
た
ら
、
や
む
な
く
物も

の

を
盗ぬ

す

む
人ひ

と

も
出で

て
く
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日

に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しで
も日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでい
ない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介し
てください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

そ
し
て
、
自じ

分ぶ

ん

の
役や

く

割わ

り

は
終お

え
た
と
し
て
、

  

そ
の
企き

業ぎ
ょ
う

を
現げ

ん

地ち

人じ

ん

に
引ひ

き
渡わ

た

し
、
新あ

ら

た
な
挑ち

ょ
う

戦せ

ん

に
向む

か
っ
て
い
っ
た
。

（３） ２０１９年第５２２１号 	 ４月	１３日	（土曜日）

　

し
か
し
、
毎ま

い

月つ
き

、
月げ

つ

末ま
つ

に
必か

な
ら
ず
お
金か

ね

が
入は

い

る
と
な
る
と
、

物も
の

を
盗ぬ

す

む
必ひ

つ

要よ
う

は
な
い
し
、
ツ
ケ
で
物も

の

を
買か

う
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
ツ
ケ
が
効き

く
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人ひ

と

が
社し

ゃ

会か
い

的て
き

に
信し

ん

用よ
う

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
う
な
る
と
生せ

い

活か
つ

態た
い

度ど

が

変か

わ
っ
て
く
る
。
ち
ゃ
ん
と
食

し
ょ
く

事じ

を
と
る
よ
う
に
な
り
、
清せ

い

潔け
つ

な
衣い

服ふ
く

を
着き

る
よ
う
に
な
り
、
掃そ

う

除じ

も
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

ま
た
病

び
ょ
う

気き

や
怪け

我が

を
し
た
ら
生せ

い

活か
つ

が
立た

ち
行ゆ

か
な
く
な
る
。

そ
こ
で
会か

い

社し
ゃ

が
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

の
医い

療り
ょ
う

費ひ

の
実じ

っ

費ぴ

の
８
５
％
を
負ふ

担た
ん

す
る
よ
う
に
し
た
。
無む

料り
ょ
うで
社し

ゃ

員い
ん

が
利り

用よ
う

で
き
る
医い

務む

室し
つ

も

工こ
う

場じ
ょ
う

内な
い

に
つ
く
っ
た
。
年ね

ん

金き
ん

も
、
保ほ

険け
ん

会が
い

社し
ゃ

と
契け

い

約や
く

し
て
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

と
折せ

っ

半ぱ
ん

し
て
積つ

み
立た

て
る
よ
う
に
し
た
。
教

き
ょ
う

育い
く

ロ
ー
ン
、

住じ
ゅ
う

宅た
く

ロ
ー
ン
な
ど
も
借か

り
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
社し

ゃ

員い
ん

を
大た

い

切せ
つ

に
す
る
日に

本ほ
ん

的て
き

経け
い

営え
い

を
取と

り
入い

れ
た
の
で
あ
る
。

　

社し
ゃ

内な
い

で
も
、
当と

う

初し
ょ

は
誰だ

れ

か
が
盗ぬ

す

み
を
し
た
、
し
な
い
、
で

殴な
ぐ

り
合あ

い
の
喧け

ん

嘩か

が
よ
く
あ
っ
た
が
、
月つ

き

々づ
き

の
給

き
ゅ
う

料り
ょ
うが
ち
ゃ
ん

と
入は

い

っ
て
生せ

い

活か
つ

が
安あ

ん

定て
い

す
る
と
、
盗ぬ

す

み
も
減へ

り
、
喧け

ん

嘩か

や
残ざ

ん

酷こ
く

な
制せ

い

裁さ
い

も
減へ

っ
て
い
っ
た
。

　

ナ
ッ
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
一い

ち

段だ
ん

と
発は

っ

展て
ん

し
た
の
は
、
今い

ま

ま
で
原げ

ん

料り
ょ
う

販は
ん

売ば
い

だ
け
だ
っ
た
の
を
、
最さ

い

終し
ゅ
う

商し
ょ
う

品ひ
ん

の
販は

ん

売ば
い

に
も
本ほ

ん

腰ご
し

を
入い

れ
始は

じ

め
た
と
き
だ
っ
た
。
ケ
ニ
ア
を
舞ぶ

台た
い

に
し
て
ア
カ
デ

ミ
ー
賞

し
ょ
う

作さ
く

品ひ
ん

賞し
ょ
うを
と
っ
た
映え

い

画が

を
踏ふ

ま
え
て
、「
ア
ウ
ト・オ
ブ・

ア
フ
リ
カ
」
を
独ど

く

自じ

ブ
ラ
ン
ド
と
し
た
。

　

１
９
９
５
年ね

ん

９
月が

つ

、
手て

始は
じ

め
に
ケ
ニ
ア
国こ

く

内な
い

の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
売う

り
出だ

し
た
ら
、
よ
く
売う

れ
た
。
翌よ

く

年と
し

、
ル
フ

ト
ハ
ン
ザ
航こ

う

空く
う

に
売う

り
込こ

み
に
行い

っ
た
ら
、「
一ひ

と
つ
一ひ

と
つ
味あ

じ

も
形

か
た
ち

も
違ち

が

う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」と
言い

わ
れ
た
。　

佐さ

藤と
う

さ
ん
は「
こ

の
ナ
ッ
ツ
は
ケ
ニ
ア
の
高こ

う

地ち

の
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
獲と

れ
た

も
の
が
混ま

ざ
っ
て
い
る
。
一ひ

と

粒つ
ぶ

一ひ
と

粒つ
ぶ

の
個こ

性せ
い

を
お
楽た

の

し
み
く
だ

さ
い
」
と
言い

っ
て
納な

っ

得と
く

し
も
ら
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
納な

っ

得と
く

し
て
く
れ
な
い
会か

い

社し
ゃ

に
は
、「
今い

ま

、
ア
フ
リ

カ
で
で
き
て
い
る
も
の
を
買か

っ
て
、
食た

べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ

な
た
方が

た

が
ア
フ
リ
カ
の
開か

い

発は
つ

に
参さ

ん

画か
く

す
る
と
い
う
ふ
う
に
考か

ん
が
え

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」
と
説せ

っ

得と
く

す
る
。

　

多お
お

く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国く

に

々ぐ
に

は
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
移い

民み
ん

に

悩な
や

ま
さ
れ
て
い
る
。「
ア
フ
リ
カ
を
豊ゆ

た

か
に
す
れ
ば
、
移い

民み
ん

は

母ぼ

国こ
く

に
戻も

ど

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ア
フ
リ
カ
の
も
の
を
買か

っ
て

く
だ
さ
い
」
と
い
え
ば
、
Ｗ
Ｉ
Ｎ
―
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
話は

な
しと
な
る
。

　

航こ
う

空く
う

会が
い

社し
ゃ

が
ケ
ニ
ア
産さ

ん

の
マ
カ
ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
を
ス
ナ
ッ
ク

と
し
て
提て

い

供き
ょ
うし
て
い
れ
ば
、
乗

じ
ょ
う

客き
ゃ
くか
ら
も
ア
フ
リ
カ
発は

っ

展て
ん

へ
の

貢こ
う

献け
ん

に
熱ね

っ

心し
ん

な
会か

い

社し
ゃ

と
し
て
好こ

う

感か
ん

を
持も

つ
。
拙せ

っ

著ち
ょ

『
世せ

界か
い

が

賞し
ょ
う

賛さ
ん

す
る
日に

本ほ
ん

の
経け

い

営え
い

』［
Ｂ
］
で
説と

い
た
よ
う
に
「
売う

り
手て

よ
し
、
買か

い
手て

よ
し
、
世せ

間け
ん

よ
し
」
の
「
三さ

ん

方ぽ
う

良よ

し
」
は
日に

本ほ
ん

的て
き

経け
い

営え
い

の
特と

く

質し
つ

で
あ
っ
た
が
、
最さ

い

近き
ん

の
欧お

う

米べ
い

の
企き

業ぎ
ょ
うも
消

し
ょ
う

費ひ

者し
ゃ

も
こ
う
し
た
点て

ん

を
意い

識し
き

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
優ゆ

う

秀し
ゅ
うな
人じ

ん

材ざ
い

は
会か

い

社し
ゃ

か
ら
ど
ん
ど
ん
出で

て
いっ
て
、
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

が
新あ

た
らし
い
仕し

事ご
と

を
始は

じ

め
る
べ
き
だ
と
思お

も

い
ま
す
。
そ
う
し
て

新あ
た
らし
い
価か

値ち

を
生う

み
出だ

す
の
で
す
。
そ
の
方ほ

う

が
、
社し

ゃ

会か
い

に
貢こ

う

献け
ん

で
き
ま
す
。［
１
，　
１
９
６
４
］

　
こ
う
い
う
考か

ん
が
え
で
、
力ち

か
らを
つ
け
た
人ひ

と

に
は
、
ど
ん
ど
ん
独ど

く

立り
つ

し
て
も
ら
っ
た
。現げ

ん

在ざ
い

、ケ
ニ
ア
人じ

ん

で
ナ
ッ
ツ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
っ

て
る
の
は
、
全ぜ

ん

員い
ん

、
佐さ

藤と
う

さ
ん
の
会か

い

社し
ゃ

か
ら
出で

て
行い

っ
た
人に

ん

間げ
ん

だ
と
い
う
。「
ど
ん
ど
ん
素す

晴ば

ら
し
い
人じ

ん

材ざ
い

が
出で

て
行い

っ
て
、

ケ
ニ
ア
の
ナ
ッ
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
大お

お

き
く
実み

の

っ
た
の
で
す
か
ら
、

こ
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
」
と
佐さ

藤と
う

さ
ん
は
言い

う
。

　

２
０
０
８
年ね

ん

１
２
月が

つ

、
佐さ

藤と
う

さ
ん
自じ

身し
ん

が
会か

い

社し
ゃ

を
辞や

め
た
。

株か
ぶ

を
一ひ

と

株か
ぶ

だ
け
残の

こ

し
て
、
残の

こ

り
は
タ
ダ
同ど

う

前ぜ
ん

で
幹か

ん

部ぶ

従じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

に
分わ

け
与あ

た

え
た
。
会か

い

社し
ゃ

を
立た

ち
上あ

げ
た
と
き
か
ら
、
ゆ
く
ゆ

く
は
ケ
ニ
ア
人じ

ん

の
会か

い

社し
ゃ

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
佐さ

藤と
う

さ
ん

は
考か

ん
が
え
て
い
た
。
役や

く

割わ
り

を
終お

え
た
ら
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
去さ

り
、
後あ

と

は
ケ
ニ
ア
人じ

ん

が
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
運う

ん

営え
い

し
て
い
く
べ
き

だ
、
と
。

　

３
４
年ね

ん

に
わ
た
り
経け

い

営え
い

を
続つ

づ

け
て
き
た
佐さ

藤と
う

さ
ん
が
会か

い

社し
ゃ

を
去さ

る
日ひ

、社し
ゃ

員い
ん

の
中な

か

に
は
泣な

く
人ひ

と

も
い
た
。「
佐さ

藤と
う

さ
ん
、ず
っ

と
い
て
く
だ
さ
い
よ
」
と
も
言い

わ
れ
た
。「
佐さ

藤と
う

の
事こ

と

は
忘わ

す

れ

て
く
れ
。
も
う
佐さ

藤と
う

は
役や

く

割わ
り

を
終お

え
た
ん
だ
。
あ
と
は
新あ

た
ら
し

い
人ひ

と

た
ち
で
や
る
の
だ
」　

事じ

実じ
つ

、
新あ

た
ら
し
い
優ゆ

う

秀し
ゅ
うな
人ひ

と

た
ち
が

ど
ん
ど
ん
入

に
ゅ
う

社し
ゃ

し
て
き
て
い
た
。

　
ケ
ニ
ア
人じ

ん

の
や
り
か
た
で
経け

い

営え
い

し
て
、
潰つ

ぶ

れ
た
ら
潰つ

ぶ

れ
た
で

仕し

方か
た

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、私わ

た
しに
は
見み

え
る
の
で
す
。
一い

ち

面め
ん

ナ
ッ

ツ
の
木き

で
埋う

め
尽つ

く
さ
れ
た
美う

つ
くし
い
山や

ま

の
ふ
も
と
で
、
み
ん
な

が
楽た

の

し
そ
う
に
仕し

事ご
と

を
し
て
い
る
。
そ
ん
な
素す

晴ば

ら
し
い
会か

い

社し
ゃ

の
姿す

が
たが
。［
２
，　
９
７
２
］

　

佐さ

藤と
う

さ
ん
が
ケ
ニ
ア
・
ナ
ッ
ツ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
離は

な

れ
る
こ

と
を
決け

つ

断だ
ん

し
た
の
に
は
、
も
う
一ひ

と
つ
理り

由ゆ
う

が
あ
っ
た
。
ま
だ
肉に

く

体た
い

的て
き

に
も
精せ

い

神し
ん

的て
き

に
も
健け

ん

康こ
う

そ
の
も
の
で
、「
自じ

分ぶ
ん

を
使つ

か

い

切き

っ
て
い
な
い
」「
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

に
も
う
一い

ち

度ど

チ
ャ
ン
ス
を
あ
げ
よ

う
」
と
い
う
気き

持も

ち
か
ら
だ
っ
た
。

　

専せ
ん

門も
ん

の
技ぎ

術じ
ゅ
つ

者し
ゃ

と
と
も
に
、
す
で
に
立た

ち
上あ

げ
て
い
た
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
ケ
ニ
ア
と
い
う
会か

い

社し
ゃ

で
、
微び

生せ
い

物ぶ
つ

に
よ
っ
て
ト
イ
レ
の
汚お

水す
い

処し
ょ

理り

を
す
る
事じ

業ぎ
ょ
うに
打う

ち
込こ

ん

だ
。

　

佐さ

藤と
う

さ
ん
は
平へ

い

成せ
い

２
３
（
２
０
１
１
）
年ね

ん

１
０
月が

つ

、
山や

ま

形が
た

県け
ん

酒さ
か

田た

市し

の
東と

う

北ほ
く

公こ
う

益え
き

文ぶ
ん

化か

大だ
い

学が
く

で
「
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー
ン

を
突つ

き
ぬ
け
ろ
」と
い
う
テ
ー
マ
の
講こ

う

義ぎ

を
し
た
。
コ
ン
フ
ォ
ー

ト
ゾ
ー
ン
と
は
「
居い

心ご
こ

地ち

の
良よ

い
場ば

所し
ょ

」
で
あ
る
。

　
今い

ま

、
君き

み

た
ち
が
い
る
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー
ン
は
、
親お

や

の
世せ

代だ
い

や
そ
の
ま
た
上う

え

の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
世せ

代だ
い

が
一い

っ

生
し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

頑が
ん

張ば

っ
て
作つ

く
っ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸つ

か
っ
て

い
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
社し

ゃ

会か
い

は
衰す

い

退た
い

し
て
、
君き

み

た
ち
の
次つ

ぎ

の
世せ

代だ
い

に
は
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー

ン
を
突つ

き
抜ぬ

け
て
、
新あ

た
ら
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
せ
よ
、
と
い
う
こ

と
を
話は

な

し
た
の
で
す
。［
１
，　
２
１
５
８
］

　
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー
ン
を
残の

こ

し
て
く
れ
た
先せ

ん

人じ
ん

の
恩お

ん

に
応こ

た

え

て
、
子し

孫そ
ん

の
た
め
に
そ
れ
を
維い

持じ

発は
っ

展て
ん

さ
せ
て
い
く
。
こ
れ

こ
そ
１
０
７
６
号ご

う

［
Ｃ
］
で
述の

べ
た
「
縦た

て

の
責せ

き

務む

」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー
ン
を
持も

た
な
い
ケ
ニ
ア
の
人ひ

と

々び
と

の
た
め
に
手て

助だ
す

け
を
す
る
。
こ
れ
は
「
横よ

こ

の
責せ

き

務む

」
で
あ
る
。

１
．
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
育そ

だ

て
た

        

ケ
ニ
ア
の
ナ
ッ
ツ
会が

い

社し
ゃ

h
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）
佐さ

藤と
う

芳よ
し

之ゆ
き

『
歩あ

る

き
続つ

づ

け
れ
ば
、
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

。』（
Ｋ

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
版は

ん

）、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
社し

ゃ

、
Ｈ
２
６
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８
．
佐さ

藤と
う

さ
ん
が
会か

い

社し
ゃ

を
辞や

め
た
理り

由ゆ
う

こ
う
い
う
責せ

き

務む

を
果は

た
す
人ひ

と

々び
と

が
「
国く

に

の
宝た

か
ら
」、
皇こ

う

室し
つ

に
と
っ

て
の
「
大お

お

御み

宝た
か
ら」
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
８
０
６
）　

野の

口ぐ
ち

英ひ
で

世よ

、
黄お

う

熱ね
つ

病び
ょ
うと
の
戦た

た
かい

　

黄お
う

熱ね
つ

病び
ょ
うが
流

り
ゅ
う

行こ
う

す
る
赤せ

き

道ど
う

直ち
ょ
っ

下か

の
港

み
な
と

町ま
ち

に
野の

口ぐ
ち

英ひ
で

世よ

は
乗の

り
込こ

ん
で
い
っ
た
。
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が
称
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賛さ
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す
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日に

本ほ
ん
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経け

い

営え
い

』、

育い
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鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
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日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
責せ

き

務む

　

皇こ
う

室し
つ

の
利り

他た

心し
ん

が
伝で

ん

染せ
ん

し
て
、
代だ

い

々だ
い

の
国こ

く

民み
ん

の
努ど

力り
ょ
くで
築き

ず

か
れ
た
こ
の
幸こ

う

福ふ
く

な
国く

に

に
生う

ま
れ
た
我わ

れ

々わ
れ

に
は
、
そ
の
恩お

ん

に
報む

く

い
る
責せ

き

務む

が
あ
る
。
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【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
佐さ

藤と
う

芳よ
し

之ゆ
き

『
Ｏ
Ｕ
Ｔ　

Ｏ
Ｆ　

Ａ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ　

ア

フ
リ
カ
の
奇き

跡せ
き

』（
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
版は

ん

）、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、

Ｈ
２
５

２
．「
君き

み

た
ち
は
国く

に

の
財ざ

い

産さ
ん

な
の
だ
」

６
．
ま
ず
は
生せ

い

活か
つ

の
保ほ

障し
ょ
う

を

３
．
ア
フ
リ
カ
へ

４
．「
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
る
と
、

         

人ひ
と

の
顔か

お

は
こ
ん
な
に

         

明あ
か

る
く
な
る
ん
だ
」

５
．「
こ
の
会か

い

社し
ゃ

は

         

我わ
れ

々わ
れ

み
ん
な
の
会か

い

社し
ゃ

だ
か
ら
、

         

儲も
う

け
た
ら
分わ

け
よ
う
」

７
．「
ア
フ
リ
カ
の
も
の
を

          

買か

っ
て
く
だ
さ
い
」
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Governo japonês dará 
vistos de residência para 
estrangeiros que trabalharem 
nos Jogos de Tóquio

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Jogos Olímpicos (10/04/2019)

O Ministério da Justiça 
do Japão planeja conceder 
vistos de residência para 
autoridades estrangeiras 
que ficarão a longo prazo 
no país por conta dos Jo-
gos Olímpicos e Paralím-
picos de Tóquio em 2020.

O órgão espera que a me-
dida facilite as prepara-
ções e o gerenciamento 
dos eventos, assim como a 
passagem de bastão para a 
administração da Olimpía-
da e Paralímpíada de Paris 
em 2024.

Indivíduos que desejarem 
ficar mais de 90 dias no 
Japão e forem aprovados 
pelo Comitê Organizador 
dos Jogos de Tóquio pro-
vavelmente ganharão o 
visto de residência. Cônju-
ges e filhos também terão 

permissão para ficar no ter-
ritório japonês.
O ministério planeja apli-
car a medida por cerca de 
um ano antes e depois dos 
Jogos, e começará a rece-
ber pedidos aproximada-
mente em junho deste ano.

Governador de Okinawa exorta 
governo central do Japão a 
suspender obras de aterramento

Okinawa  (10/04/2019)

O governador de Oki-
nawa, Denny Tamaki, 
exortou o governo central 
do Japão a suspender as 
obras de aterramento para 
uma base aérea dos EUA 
na cidade de Nago antes 
da reunião com a provín-
cia para debater as bases 
americanas.
A nova instalação irá 
substituir a Base Aérea de 
Futenma, dos fuzileiros 
navais dos EUA, loca-

lizada na cidade de Gi-
nowan. Entretanto, o go-
verno provincial se opõe 
à transferência dentro da 
própria província.
Tamaki e o prefeito de 
Ginowan, Masanori Mat-
sugawa, se reuniram com 
o secretário-chefe do Ga-
binete, Yoshihide Suga, 
com o chanceler japonês, 
Taro Kono, e o ministro 
da Defesa, Takeshi Iwa-
ya, no escritório do pre-

A implementação da 
tecnologia 5G no Japão

Tecnologia (10/04/2019)

O 5G é a mais nova tec-
nologia de telefonia que 
vai suceder o 4G. O que 
impressiona no 5G é sua 
capacidade inigualável e 
alta velocidade. Tais ca-
racterísticas permitem que 
seus usuários desfrutem de 
conteúdo de maior quali-
dade a qualquer hora e em 
qualquer local. A tecnolo-
gia também é caracterizada 
pela latência extremamen-
te baixa. Isso significa que 
o espaço de tempo entre 
um pedido e uma resposta 
é bastante curto.
Espera-se que o 5G ajude 
a acelerar o uso prático de 
novas tecnologias como a 
de condução autônoma e 
cirurgias à distância. Além 
disso, a tecnologia permite 
que se conecte simultanea-
mente com inúmeros apa-
relhos. Algumas pessoas 
chegam a dizer que o 5G 
poderia causar uma quarta 
revolução industrial.
Atualmente, Estados Uni-
dos e Coreia do Sul estão 
em uma competição acir-
rada pelo uso comercial 
do 5G. Ainda este mês, 

grandes empresas nos dois 
países foram alvos de man-
chetes. Elas lançaram, qua-
se que simultaneamente, 
seus serviços de tal tecno-
logia, declarando ter sido 
a primeira companhia a 
fazê-lo.
No Japão, o governo distri-
buiu na quarta-feira novas 
faixas de frequências para 
telecomunicações 5G para 
as quatro principais prove-
doras de telefonia do país. 
Serviços experimentais te-
rão início durante a Copa 
do Mundo de Rúgbi, que 
começa em setembro no 
país. O uso comercial do 
serviço em larga escala co-
meçará em 2020, quando o 
Japão sedia os Jogos Olím-
picos e Paralímpicos.
No entanto, a promoção 
do 5G requer enormes in-
vestimentos de capital. Al-
gumas pessoas estão preo-
cupadas de que tais custos 
sejam repassados aos usu-
ários em forma de contas 
telefônicas mais caras. So-
luções para tais problemas 
decidirão como será o fu-
turo do 5G no Japão.

miê na quarta-feira.
Eles debateram a redu-
ção do fardo representado 
pela Base Aérea de Fu-
tenma.
Tamaki exigiu que o go-
verno central suspenda a 
obra de aterramento pelo 
período de três a seis me-
ses antes que os dois la-
dos debatam a redução 
dos riscos representados 
pela base.
Ele também pediu que o 

governo estabeleça um 
novo cronograma para 
encerrar as operação da 
base de Futenma. A meta 
inicial de 5 anos, que ter-
minou em fevereiro deste 
ano, não se concretizou.
Tamaki disse posterior-
mente a jornalistas que o 
governo central insistiu 
em conversas em nível de 
trabalho sobre a questão 
de redução do fardo cau-
sado por Futenma.

Tem início reunião financeira do G20 
presidida pelo Japão

G20 (12/04/2019)

Representantes dos 20 
principais países do Gru-
po dos 20 iniciaram uma 
reunião de dois dias em 
Washington, em meio a 
inquietações de que a eco-
nomia global esteja em 
processo de desaceleração.
Ministros das Finanças 
e presidentes de bancos 
centrais estão participando 

das negociações realizadas 
no encontro presidido pelo 
Japão pela primeira vez.
Durante o primeiro dia de 
discussões, na quinta-fei-
ra, os delegados discuti-
ram como reduzir os riscos 
provenientes das fricções 
comerciais entre os Esta-
dos Unidos e a China, bem 
como da planejada saída 

do Reino Unido da União 
Europeia. O Reino Unido 
e a União Europeia con-
cordaram, na quarta-feira, 
prorrogar a data do Brexit 
para o dia 31 de outubro.
Como presidente do en-
contro, o Japão tem a ta-
refa de criar um clima de 
colaboração nos preparati-
vos do encontro de cúpula 

do G20 a ser realizado em 
Osaka, em junho.
Taro Aso, vice-premiê ja-
ponês, que também é mi-
nistro das Finanças, e Ha-
ruhiko Kuroda, presidente 
do Banco do Japão, estão 
participando da reunião 
em Washington.

Criadores de suínos dos EUA pedem 
que governo negocie acordo comercial 
com Japão

Livre Comércio  (12/04/2019)

Criadores de suínos dos 
Estados Unidos estão 
exortando o país a nego-
ciar um acordo comercial 
com o Japão, que seja 
mais favorável para eles 
do que o acordo de li-
vre comércio da Parceria 
Transpacífica, conhecida 
como TPP, abandonada 
pelo governo americano.
Nick Giordano, vice-pre-
sidente do Conselho Na-

cional de Produtores de 
Suínos, deu uma entrevis-
ta à NHK, na quinta-feira, 
antes das negociações en-
tre os dois países. Giorda-
no disse que está decep-
cionado com a queda das 
vendas de suínos no Japão 
após o acordo da TPP ter 
entrado em vigor em de-
zembro do ano passado. 
Os Estados Unidos se re-
tiraram do pacto de livre 

comércio logo após o pre-
sidente Donald Trump ter 
assumido o cargo.
Giordano disse o seguin-
te: “Necessitamos ter, no 
mínimo, acesso em con-
dições iguais ou melhores 
em relação ao Canadá, 
México e outros países da 
TPP e a União Europeia. 
Estamos perdendo parte 
do mercado”.
Disse, também que mais 

de 100 produtores de su-
ínos se juntaram em Wa-
shington nesta semana e 
exortaram o governo e o 
Congresso a concluir um 
acordo com o Japão o 
mais rápido possível.
A administração de Trump 
indicou que poderá buscar 
algumas grandes conces-
sões do Japão quando as 
conversações acontece-
rem na semana que vem.

Diminui número de empresas japonesas 
que atuam no Reino Unido

Negócio (11/04/2019)

Incertezas e confusão de-
vido ao Brexit fizeram com 
que algumas empresas ja-
ponesas agissem para de-
fender a si mesmas, caso o 
Reino Unido deixe a União 
Europeia sem um acordo.
Segundo a Teikoku Data 
Bank, 82 companhias dei-

xaram o país desde a vo-
tação sobre o Brexit, em 
2016. Trata-se de um recuo 
de aproximadamente 6%. 
A agência de pesquisas 
afirmou que um número 
crescente de empresas ja-
ponesas considera transfe-
rir suas bases europeias do 

Reino Unido para a França 
ou Alemanha.
Disse ainda que, por causa 
do risco contínuo de um 
Brexit sem acordo, empre-
sas japonesas devem seguir 
deixando o Reino Unido.
Diversas companhias de 
grande porte já revisaram 

seus planos de negócios em 
território britânico. A Hon-
da Motor vai fechar sua fá-
brica até o final de 2021. Já 
a Nissan cancelou um plano 
de produzir um novo veí-
culo utilitário esportivo no 
país.
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今こ
ん

回か
い

の
文ぶ

ん

協き
ょ
う

選せ
ん

挙き
ょ

で
、
石い

し

川か
わ

氏し

の
提て

い

出し
ゅ
つし
た
シ
ャ
ッ
パ
は

現げ
ん

体た
い

制せ
い

を
ほ
ぼ
維い

持じ

。
そ
の

中な
か

で
唯ゆ

い

一い
つ

奥お
く

原は
ら

ジ
ョ
ー
ジ
氏し

だ

け
が
見み

慣な

れ
な
い
名な

前ま
え

だ
っ

　

役や
く

員い
ん

改か
い

選せ
ん

を
控ひ

か

え
る
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
呉ご

屋や

春は
る

美み

会か
い

長ち
ょ
う）
が
１
１
日に

ち

午ご

後ご

６
時じ

、
役や

く

員い
ん

改か
い

選せ
ん

の
シ

ャ
ッ
パ
提て

い

出し
ゅ
つを
締し

め
切き

っ
た
。
対た

い

抗こ
う

シ
ャ
ッ
パ
の
提て

い

出し
ゅ
つは
な
く
、
サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

理り

事じ

長ち
ょ
うの
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
氏し

（
二に

世せ
い

）

を
会か

い

長ち
ょ
うと
し
た
単た

ん

独ど
く

シ
ャ
ッ
パ
と
な
り
、
就

し
ゅ
う

任に
ん

が
ほ
ぼ
確か

く

定て
い

と
な
っ
た
。

た
。
文ぶ

ん

協き
ょ
うの
中な

か

島じ
ま

エ
ド
ア
ル

ド
事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
、
奥お

く

原は
ら

氏し

は
現げ

ん

在ざ
い

６
０
代だ

い

。
第だ

い

三さ
ん

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うに
昇

し
ょ
う

格か
く

し
た
秀ひ

で

島し
ま

マ

ル
セ
ロ
氏し

に
呼よ

ば
れ
、
こ
こ

２
年ね

ん

間か
ん

文ぶ
ん

協き
ょ
うで
活か

つ

躍や
く

し
て
い

る
の
だ
と
か
。
仏ふ

つ

系け
い

乳に
ゅ
う

製せ
い

品ひ
ん

メ
ー
カ
ー
の
ブ
ラ
ジ
ル
・
ダ
フ

ネ
と
米べ

い

系け
い

健け
ん

康こ
う

食し
ょ
く

品ひ
ん

メ
ー
カ

ー
の
エ
ル
バ
ラ
イ
フ
・
ブ
ラ
ジ

ル
の
元も

と

社し
ゃ

長ち
ょ
う
を
務つ

と

め
、
特と

く

に

は
１
０
日か

正し
ょ
う

午ご

に
文ぶ

ん

協き
ょ
う

事じ

務む

局き
ょ
くを
訪お

と
ずれ
、
シ
ャ
ッ
パ
「
協

き
ょ
う

調ち
ょ
うと
進し

ん

歩ぽ

」
を
提て

い

出し
ゅ
つし
た
。

　

第だ
い

一い
ち

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うに
は
、
兼か

ね

て
か
ら
公こ

う

言げ
ん

し
て
い
た
現げ

ん

評
ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

長ち
ょ
うの
山や

ま

下し
た

譲じ
ょ
う

二じ

氏し

（
二に

世せ
い

）
の
名な

が
明め

い

記き

さ
れ
て

い
る
。
第だ

い

三さ
ん

に
は
、
現げ

ん

第だ
い

六ろ
く

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うの
若わ

か

手て

の
秀ひ

で

島し
ま

マ
ル

セ
ロ
氏し

（
三さ

ん

世せ
い

）
が
三み

っ

つ
繰く

り
上あ

が
り
昇

し
ょ
う

格か
く

。
第だ

い

四よ
ん

に
は
、

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

第だ
い

二に

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うを
務つ

と

め

て
い
た
桂

か
つ
ら

川が
わ

富と
み

夫お

氏し

が
入は

い

っ

た
。

　

第だ
い

六ろ
く

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うに
は
、
今こ

ん

回か
い

初は
じ

め
て
理り

事じ

会か
い

に
入は

い

る
奥お

く

原は
ら

ジ
ョ
ー
ジ
氏し

（
二に

世せ
い

）
を
抜ば

っ

擢て
き

。
同ど

う

氏し

は
元も

と

ブ
ラ
ジ
ル
・

ダ
フ
ネ
の
社し

ゃ

長ち
ょ
うで
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
奥お

く

原は
ら

マ
リ
オ
純じ

ゅ
ん
さ

ん
の
従い

兄と

弟こ

だ
。

　
こ
れ
ま
で
第だ

い

一い
ち

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うだ

っ
た
松ま

つ

尾お

治お
さ
む

氏し

（
一い

っ

世せ
い

）
は
、

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

の
第だ

い

一い
ち

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うと

し
て
活か

つ

躍や
く

す
る
。
専せ

ん

任に
ん

理り

事じ

は
、
現げ

ん

第だ
い

一い
ち

常じ
ょ
う

任に
ん

理り

事じ

の
水み

ず

本も
と

セ
ル
ソ
氏し
（
二に

世せ
い

）が
務つ

と

め
、

花は
な

城し
ろ

ア
ナ
ク
レ
ッ
ト
氏し

の
名な

前ま
え

は
な
か
っ
た
。
そ
の
他ほ

か

に
大お

お

き
な
変へ

ん

化か

は
な
く
、
ほ
ぼ
現げ

ん

状じ
ょ
う

維い

持じ

と
な
っ
て
い
る
。

　

石い
し

川か
わ

氏し

は
、
会か

い

長ち
ょ
うに
立り

っ

候こ
う

補ほ

し
た
理り

由ゆ
う

と
し
て
「
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

は
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
団だ

ん

体た
い

。
そ
こ
で
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
役や

く

に
立た

ち
た
い
」
と
語か

た

る
。
全ぜ

ん

伯は
く

の
文ぶ

ん

協き
ょ
うに
声こ

え

を
か
け
「
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
合あ

い
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
良よ

く

す
る
」
と
意い

気き

込ご

む
。

　

ま
た
、
会か

い

長ち
ょ
うと
な
っ
た
際さ

い

は

「
若わ

か

手て

を
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
取と

り
込こ

ん
で
い
き
た
い
」
と
意い

欲よ
く

的て
き

だ
。

　

文ぶ
ん

協き
ょ
う

事じ

務む

局き
ょ
くが
受じ

ゅ

理り

し
た

シ
ャ
ッ
パ
は
、
１
６
日に

ち

に
選せ

ん

挙き
ょ

管か
ん

理り

委い

員い
ん

会か
い

で
承

し
ょ
う

認に
ん

の
可か

否ひ

が
問と

わ
れ
る
。
そ
の
後ご

、
今こ

ん

月げ
つ

２
７
日に

ち

の
評

ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

に
お

い
て
信し

ん

任に
ん

投と
う

票ひ
ょ
うが
行お

こ

な
わ
れ
、

正せ
い

式し
き

に
新し

ん

役や
く

員い
ん

が
発ほ

っ

足そ
く

す
る
。

シ
ャ
ッ
パ
「
協

き
ょ
う

調ち
ょ
うと
進し

ん

歩ぽ

」
は

以い

下か

の
と
お
り
（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く）。

◎
理り

事じ

会か
い

【
会か

い

長ち
ょ
う】
石い

し

川か
わ

レ

ナ
ト
【
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
う】
山や

ま

下し
た

譲じ
ょ
う

二じ

　

建け
ん

設せ
つ

予よ

定て
い

地ち

を
巡め

ぐ

っ
て
訴そ

訟し
ょ
うに
発は

っ

展て
ん

し
、
一い

っ

旦た
ん

中ち
ゅ
う

断だ
ん

し

て
い
た
レ
ジ
ス
ト
ロ
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
建け

ん

設せ
つ

工こ
う

事じ

が
、

４
月が

つ

第だ
い

１
週し

ゅ
う

か
ら
よ
う
や
く

再さ
い

開か
い

さ
れ
た
。同ど

う

史し

料り
ょ
う

館か
ん

は
、

海か
い

外が
い

興こ
う

業ぎ
ょ
う

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

が
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
精せ

い

米ま
い

所じ
ょ

と
倉そ

う

庫こ

群ぐ
ん

だ
っ

た
建た

て

物も
の

内な
い

に
あ
っ
た
が
、
Ｓ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
誘ゆ

う

致ち

の
た
め
に
移い

転て
ん

を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
た
。
そ
の

交こ
う

換か
ん

条じ
ょ
う

件け
ん

と
し
て
新し

ん

史し

料
り
ょ
う

館か
ん

建け
ん

設せ
つ

を
同ど

う

市し

が
確か

く

約や
く

し
、

順じ
ゅ
ん

調ち
ょ
うに
建け

ん

設せ
つ

が
進す

す

ん
で
い
る

か
に
見み

え
た
。
と
こ
ろ
が
、

建け
ん

設せ
つ

地ち

が
不ふ

適て
き

切せ
つ

と
し
て
訴そ

訟し
ょ
う

問も
ん

題だ
い

に
発は

っ

展て
ん

。
第だ

い

一い
っ

審し
ん

で

敗は
い

訴そ

し
た
も
の
の
控こ

う

訴そ

審し
ん

で

勝し
ょ
う

訴そ

し
、
よ
う
や
く
工こ

う

事じ

再さ
い

開か
い

と
な
っ
た
。

　

元も
と

々も
と

の
史し

料り
ょ
う

館か
ん

は
１
９
２ 

２
年ね

ん

に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

さ
れ
た
精せ

い

米ま
い

所じ
ょ

と
倉そ

う

庫こ

群ぐ
ん

か
ら
な
る
州

し
ゅ
う

有ゆ
う

数す
う

の
歴れ

き

史し

建け
ん

造ぞ
う

物ぶ
つ

で
、
９
９
年ね

ん

（
第だ

い

一い
ち
）、
西に

し

尾お

ロ
ベ
ル
ト
（
第だ

い

二に

）、秀ひ
で

島し
ま

マ
ル
セ
ロ（
第だ

い

三さ
ん

）、

桂か
つ
ら

川が
わ

富と
み

夫お

（
第だ

い

四よ
ん

）、
林は

や
し
ま

ど
か
（
第だ

い

五ご

）、
奥お

く

原は
ら

ジ
ョ
ー

ジ
（
第だ

い

六ろ
く

）、
福ふ

く

原は
ら

カ
ル
ロ
ス

（
第だ

い

七な
な

）【
専せ

ん

任に
ん

理り

事じ

】
水み

ず

本も
と

セ
ル
ソ
【
会か

い

計け
い

専せ
ん

任に
ん

理り

事じ

】

国く
に

井い

ジ
ェ
ル
ソ
ン

◎
評ひ

ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

【
会か

い

長ち
ょ
う】
頃こ

ろ

末す
え

ア
ン
ド
レ
【
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
う】
松ま

つ

尾お

治お
さ
む（
第だ

い

一い
ち

）、
上か

み

辻つ
じ

照て
る

子こ

（
第だ

い

二に

）、
野の

村む
ら

昌し
ょ
う

治じ

（
第だ

い

三さ
ん

）【
幹か

ん

事じ

】
エ
リ
ソ
ン
・
ト

ン
プ
ソ
ン・
デ
・
リ
マ
（
第だ

い

一い
ち
）、

楠く
す

本も
と

瑠る

美み

（
第だ

い

二に

）、
宮み

や

崎ざ
き

マ
ウ
リ
シ
オ
（
第だ

い

三さ
ん

）

◎
監か

ん

査さ

役や
く

会か
い

【
正せ

い

監か
ん

査さ

】
高た

か

橋は
し

博ひ
ろ
し、
山や

ま

田だ

タ
カ
オ
、
小お

笠が
さ

原わ
ら

ロ
ナ
ル
ド
【
補ほ

充じ
ゅ
う

監か
ん

査さ

】

藤ふ
じ

本も
と

徹て
つ

也や

、
佐さ

藤と
う

直す
な
お、
清し

水み
ず

リ
ジ
ア

間か
ん

の
無む

償し
ょ
う

使し

用よ
う

権け
ん

を
得え

て

０
２
年ね

ん

に
改か

い

修し
ゅ
うし
て
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

と
し
て
落ら

く

成せ
い

し
た
。
と

こ
ろ
が
、
市し

か
ら
Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

誘ゆ
う

致ち

の
た
め
に
は
同ど

う

建た
て

物も
の

が

必ひ
つ

要よ
う

で
、
譲

じ
ょ
う

渡と

し
て
欲ほ

し
い

と
の
強つ

よ

い
要よ

う

望ぼ
う

を
受う

け
た
。

　

リ
ベ
イ
ラ
河か

わ

沿え
ん

岸が
ん

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
山や

ま

村む
ら

敏と
し

明あ
き

会か
い

長
ち
ょ
う

は
、「
精せ

い

米ま
い

所じ
ょ

の
建た

て

物も
の

は
コ

ロ
ニ
ア
の
歴れ

き

史し

そ
の
も
の
。

あ
れ
を
失

う
し
な

っ
た
の
は
大お

お

き
な

　

ピ
エ
ダ
ー
デ
文ぶ

ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

（
菅か

ん

野の

哲て
つ

夫お

会か
い

長ち
ょ
う）
は

「
第だ

い

１
９
回か

い

ピ
エ
ダ
ー
デ
富ふ

有ゆ
う

柿が
き

祭ま
つ

り
」
を
５
月が

つ

３
日か

か

来ら
い

社し
ゃ

し
た
一い

っ

行こ
う

ら
５
日か

ま
で
の
３
日か

間か
ん

、
同ど

う

文ぶ
ん

協き
ょ
う

会か
い

館か
ん

（R
o

d
o

via 
S

P
-2

5
0

, k
m

 1
0

1
, 

Trecho P
iedade, P

i -

lar do Sul

）
で
行お

こ
な

う
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

　

毎ま
い

年と
し

約や
く

５
万ま

ん

人に
ん

が
訪お

と
ず

れ
る

同ど
う

祭さ
い

。
近き

ん

隣り
ん

地ち

域い
き

か
ら
も

人ひ
と

が
集あ

つ

ま
り
交こ

う

流り
ゅ
う

場ば

の
な
っ

て
い
る
人に

ん

気き

の
祭ま

つ

り
だ
。
約や

く

１
５
人に

ん

の
柿か

き

農の
う

家か

が
出

し
ゅ
っ

品ぴ
ん

す

る
品ひ

ん

評ぴ
ょ
う

会か
い

や
、
農の

う

産さ
ん

物ぶ
つ

の
即そ

く

売ば
い

会か
い

も
行お

こ
な

わ
れ
る
。

　

ま
た
今こ

年と
し

は
初は

つ

の
試こ

こ
ろ

み
と

し
て
、
市し

役や
く

所し
ょ

と
料

り
ょ
う

理り

学が
っ

校こ
う

が
共

き
ょ
う

催さ
い

す
る
柿か

き

料り
ょ
う

理り

の
試し

食
し
ょ
く

会か
い

も
計け

い

画か
く

中ち
ゅ
う。
ジ
ャ
ム
、
羊よ

う

羹か
ん

、パ
ス
テ
ル
、ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
候こ

う

補ほ

に

挙あ

が
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
ピ
エ
ダ
ー
デ

文ぶ
ん

協き
ょ
う

自じ

慢ま
ん

の
焼や

き
そ
ば
や
天て

ん

ぷ
ら
、
寿す

司し

な
ど
の
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く、

和わ

太だ
い

鼓こ

、
地じ

元も
と

の
歌か

手し
ゅ

に
よ

る
歌か

謡よ
う

シ
ョ
ー
、
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
な
ど
も
予よ

定て
い

さ
れ

て
い
る
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
菅か

ん

野の

会か
い

長ち
ょ
う、
三み

　
コ
ジ
ロ
ー
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル

情じ
ょ
う

報ほ
う

誌し

『
月げ

っ

刊か
ん

ピ
ン
ド
ラ
ー

マ
』
４
月が

つ

号ご
う

が
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
。

　
「
グ
ル
メ
情

じ
ょ
う

報ほ
う

」
で
は
、
海か

い

鮮せ
ん

料り
ょ
う

理り

や
定て

い

食し
ょ
く

が
魅み

力り
ょ
く

的て
き

な
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

店て
ん

３
店て

ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

。
コ
ラ
ム
「
開か

い

業ぎ
ょ
う

医い

の

ひ
と
り
ご
と
」
で
は
、
食し

ょ
く

と

「
旬し

ゅ
ん

」
に
つ
い
て
語か

た

ら
れ
て
い

る
。
そ
の
他ほ

か

、
連れ

ん

載さ
い

小し
ょ
う

説せ
つ

、

イ
ベ
ン
ト
、
求

き
ゅ
う

人じ
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

等な
ど

が

掲け
い

載さ
い

さ
れ
て
い
る
。

　
日に

っ

系け
い

書し
ょ

店て
ん

、
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

材ざ
い

店て
ん

等な
ど

で
配は

い

布ふ

中ち
ゅ
う。
問と

い
合あ

わ
せ

は
同ど

う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

（
１
１
・
３
２ 

７
７
・４
１
２
１
）
ま
で
。

ブ
ラ
ジ
ル
・
ダ
フ
ネ
の
事じ

業
ぎ
ょ
う

拡か
く

大だ
い

に
尽じ

ん

力り
ょ
くし
た
。
石い

し

川か
わ

氏し

と
同ど

う

様よ
う

、
民み

ん

間か
ん

企き

業ぎ
ょ
う

経け
い

営え
い

者し
ゃ

と
し
て
の
経け

い

験け
ん

に
よ
る
手し

ゅ

腕わ
ん

に
期き

待た
い

し
た
い
と
こ
ろ
！
？

　
　
　
　
　

◎

　

ピ
エ
ダ
ー
デ
の
柿か

き

祭ま
つ

り
で

お
馴な

染じ

み
の
“
富ふ

有ゆ
う

柿が
き

”

は
、
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

瑞み
ず

穂ほ

市し

が
発は

っ

祥
し
ょ
う

の
地ち

と
言い

わ
れ
る
。
甘あ

ま

柿が
き

の

王お
う

様さ
ま

と
呼よ

ば
れ
て
お
り
、
果か

肉に
く

の
食

し
ょ
っ

感か
ん

が
良よ

く
糖と

う

度ど

が
高た

か

い
。
ま
た
レ
モ
ン
の
次つ

ぎ

に
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
も
豊ほ

う

富ふ

で
、
栄え

い

養よ
う

価か

も
バ
ツ
グ
ン
。
し
か
も
日に

本ほ
ん

の

富ふ

有ゆ
う

柿が
き

が
約や

く

２
０
０
グ
ラ
ム

な
の
に
対た

い

し
て
、
昨さ

く

年ね
ん

の
富ふ

有ゆ
う

柿が
き

祭ま
つ

り
で
は
７
６
０
グ
ラ

ム
の
富ふ

有ゆ
う

柿が
き

も
あ
っ
た
の
だ
と

か
。
是ぜ

非ひ

５
月が

つ

初し
ょ

頭と
う

に
は
ピ

エ
ダ
ー
デ
で
富ふ

有ゆ
う

柿が
き

を
味あ

じ

わ

い
に
行い

か
れ
て
は
？

来ら
い

社し
ゃ

し
た
川か

わ

原ら

崎ざ
き

図と

書し
ょ

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、
金か

ね

田だ

古ふ
る

本ほ
ん

市い
ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

　

石い
し

川か
わ

会か
い

長ち
ょ
う

候こ
う

補ほ

と
頃こ

ろ

末す
え

ア
ン
ド
レ
評

ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

長ち
ょ
う

候こ
う

補ほ

全ぜ
ん

伯は
く

文ぶ
ん

協き
ょ
う

が
協き

ょ
う

調ち
ょ
う

す
る
組そ

織し
き

へ

対た
い

抗こ
う

シ
ャッ
パ
の
提て

い

出し
ゅ
つ

な
し

損そ
ん

害が
い

だ
っ
た
。
反は

ん

対た
い

も
根ね

強づ
よ

か
っ
た
が
、
市し

の
発は

っ

展て
ん

の
た

め
な
ら
と
泣な

く
泣な

く
コ
ロ
ニ

ア
側が

わ

が
折お

れ
た
」
と
経け

い

緯い

を

説せ
つ

明め
い

す
る
。

　

新し
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
建け

ん

設せ
つ

地ち

は
、

灯と
う

篭ろ
う

流な
が

し
の
舞ぶ

台た
い

と
な
る
ベ

イ
ラ
・
リ
オ
公こ

う

園え
ん

の
隣と

な
り

に
あ

る
６
６
６
平へ

い

米べ
い

の
土と

地ち

。
州

し
ゅ
う

と
同ど

う

市し

が
約や

く

１
５
０
万ま

ん

レ
ア

建け
ん

設せ
つ

地ち

の
訴そ

訟し
ょ
う

、
控こ

う

訴そ

審し
ん

で
勝し

ょ
う

訴そ

新し
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

、
つ
い
に
工こ

う

事じ

再さ
い

開か
い

新し
ん

鮮せ
ん

な
野や

菜さ
い

も
、
５
月が

つ

３
日か

か
ら

ピ
エ
ダ
ー
デ
富ふ

有ゆ
う

柿が
き

祭ま
つ

り

非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

に
も
大だ

い

好こ
う

評ひ
ょ
う

文ぶ
ん

協き
ょ
う

秋あ
き

の
古ふ

る

本ほ
ん

市い
ち

、
２
８
日に

ち

ル
を
負ふ

担た
ん

し
、
建け

ん

設せ
つ

さ
れ
る

計け
い

画か
く

と
な
っ
た
。
環か

ん

境き
ょ
う

局き
ょ
くか

ら
の
認に

ん

可か

を
得え

て
、
正せ

い

式し
き

な

入に
ゅ
う

札さ
つ

の
後の

ち

に
１
７
年ね

ん

末ま
つ

に
着

ち
ゃ
っ

工こ
う

。
１
８
カ
月げ

つ

間か
ん

で
の
完か

ん

成せ
い

を
見み

込こ

ん
で
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
建け

ん

設せ
つ

地ち

を
巡め

ぐ

り
訴そ

訟し
ょ
う

問も
ん

題だ
い

に
発は

っ

展て
ん

。
基き

礎そ

工こ
う

事じ

の
途と

中ち
ゅ
うで
工こ

う

事じ

は
一い

ち

時じ

中ち
ゅ
う

断だ
ん

と
な
っ
た
。
第だ

い

一い
っ

審し
ん

は

敗は
い

訴そ

し
た
も
の
の
、
今こ

年と
し

２

月が
つ

１
５
日に

ち

に
控こ

う

訴そ

審し
ん

で
勝

し
ょ
う

訴そ

が
確か

く

定て
い

。
同ど

う

１
８
日に

ち

に
同ど

う

市し

は
建け

ん

設せ
つ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

に
対た

い

し
て
工こ

う

事じ

再さ
い

開か
い

を
命め

い

じ
、
４
月が

つ

第だ
い

一い
ち

週
し
ゅ
う

に
よ
う
や
く
工こ

う

事じ

再さ
い

開か
い

と
な

っ
た
。
そ
れ
ま
で
に
一い

ち

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うを
要よ

う

し
た
と
い
う
。

　

ジ
ョ
ル
ナ
ル
・
ニ
ッ
パ
ク

紙し

に
よ
れ
ば
、
ジ
ウ
ソ
ン
・

ワ
ギ
ネ
ル
・
フ
ァ
ン
チ
ン
同ど

う

市し

長ち
ょ
うは
「
法ほ

う

律り
つ

に
基も

と

づ
き
環か

ん

境き
ょ
う

当と
う

局き
ょ
くと
の
間あ

い
だ

で
認に

ん

可か

さ
れ

た
も
の
で
、
こ
の
民み

ん

事じ

訴そ

訟
し
ょ
う

に
お
い
て
は
揺ゆ

る
ぎ
な
い
覚か

く

悟ご

と
自じ

信し
ん

を
持も

っ
て
臨の

ぞ

ん
で

き
た
。
関か

ん

係け
い

各か
く

省し
ょ
う

庁ち
ょ
う

と
共

き
ょ
う

同ど
う

に
よ
る
努ど

力り
ょ
くの
結け

っ

果か

で
あ

り
、
我わ

れ

々わ
れ

の
兄

き
ょ
う

弟だ
い

で
あ
る
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
記き

憶お
く

を
保ほ

存ぞ
ん

す
る

た
め
に
大た

い

変へ
ん

重じ
ゅ
う

要よ
う

な
史し

料
り
ょ
う

館か
ん

だ
。
こ
れ
は
歴れ

き

史し

に
貢こ

う

献け
ん

す
る
の
み
な
ら
ず
、
市し

の
観か

ん

光こ
う

名め
い

所し
ょ

の
一ひ

と

つ
と
な
る
だ
ろ

う
」
と
見み

通と
お

し
た
。

　

工こ
う

事じ

再さ
い

開か
い

を
受う

け
て
山や

ま

村む
ら

São Jo
aq

u
im

, 3
81

）

で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

約や
く

２
万ま

ん

冊さ
つ

の
古ふ

る

本ほ
ん

（
マ
ン

ガ
、
小

し
ょ
う

説せ
つ

、
実じ

つ

用よ
う

書し
ょ

等な
ど

各か
く

種し
ゅ

）
が
２
～
１
０
レ
ア
ル
で

販は
ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

昨さ
く

年ね
ん

１
１
月が

つ

の
「
春は

る

の
古ふ

る

本ほ
ん

市い
ち

」
で
は
雨う

天て
ん

に
も
か

か
わ
ら
ず
、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

は
約や

く

７
０
０
人に

ん

に
上の

ぼ

り
、
そ
の

半は
ん

数す
う

以い

上じ
ょ
うが
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

だ
っ

た
。
来ら

い

社し
ゃ

し
た
川か

わ

原ら

崎ざ
き

図と

書し
ょ

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、
金か

ね

田だ

古ふ
る

本ほ
ん

市い
ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

は
、「
近き

ん

年ね
ん

は
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

に
も
大だ

い

好こ
う

評ひ
ょ
う。
ぜ
ひ
お

越こ

し
い
た
だ
き
た
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
掛か

け
た
。

　

同ど
う

委い

員い
ん

会か
い

で
は
古ふ

る

本ほ
ん

の
寄き

石
いし

川
かわ

会
かい

長
ちょう

誕
たん

生
じょう

がほぼ確
かく

定
てい

（７） ２０１９年第５２２１号 	 ４月	１３日	（土曜日）

シャッパを提
てい

出
しゅつ

する石
いし

川
かわ

会
かい

長
ちょう

候
こう

補
ほ

（右
みぎ

）

完
かん

成
せい

予
よ

定
てい

の新
しん

史
し

料
りょう

館
かん

文
ぶ ん

協
きょう

選
せ ん

挙
き ょ

『
月げ

っ

刊か
ん

ピ
ン

ド
ラ
ー
マ
』

４
月が
つ
号ご
う

レジストロ

山や
ま

村む
ら

氏し

「
モ
ダ
ン
な
史し

料り
ょ
う

館か
ん

に
」
会か

い

長ち
ょ
う

は
、「
本ほ

ん

来ら
い

な
ら
も
う
完か

ん

成せ
い

し
て
い
る
べ
き
も
の
。

昨さ
く

年ね
ん

の
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

で

の
落ら

く

成せ
い

を
期き

待た
い

し
て
い
た
。

だ
が
、
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
は
仕し

方か
た

な
い
こ
と
。
だ

い
ぶ
モ
ダ
ン
な
史し

料り
ょ
う

館か
ん

に
な

る
。
精せ

い

米ま
い

所じ
ょ

も
い
ず
れ
は
修

し
ゅ
う

復ふ
く

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
資し

金き
ん

も
な
い
状

じ
ょ
う

態た
い

だ
っ
た
。
そ

う
考か

ん
が

え
れ
ば
、
こ
れ
も
い
い

こ
と
だ
っ
た
か
も
」
と
前ま

え

向む

き
に
理り

解か
い

し
て
い
る
。

　

新し
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
完か

ん

成せ
い

見み

込こ

み

は
未み

定て
い

。
だ
が
当と

う

初し
ょ

の
工こ

う

事じ

期き

間か
ん

を
考か

ん
が

え
れ
ば
、
来ら

い

年ね
ん

に

は
落ら

く

成せ
い

で
き
そ
う
。
講こ

う

堂ど
う

や

展て
ん

示じ

ホ
ー
ル
を
完か

ん

備び

し
た
も

の
で
、
現げ

ん

在ざ
い

保ほ

管か
ん

さ
れ
て
い

る
資し

料り
ょ
うや
美び

術じ
ゅ
つ

品ひ
ん

な
ど
が
納お

さ

め
ら
れ
る
。

島し
ま

順じ
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
、
高た

か

宗む
ね

厚あ
つ
しさ
ん
、

棈あ
べ

松ま
つ

茂し
げ

樹き

さ
ん
は
「
柔や

わ

ら
か

く
て
甘あ

ま

い
富ふ

有ゆ
う

柿が
き

を
は
じ
め
、

旬し
ゅ
んの
野や

菜さ
い

が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越こ

し
く
だ
さ

い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
う
を
呼よ

び
か
け
て

い
る
。

　

３
日か

の
開か

い

場じ
ょ
う

時じ

間か
ん

は
午ご

前ぜ
ん

４
時じ

か
ら
午ご

後ご

１
１
時じ

ま
で
。
４
日か

以い

降こ
う

は
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

会か
い

場じ
ょ
う、
４
日か

は
午ご

後ご

１
１
時じ

、
５
日か

は
午ご

後ご

１
０

時じ

ま
で
。
問と

い
合あ

わ
せ
は

同ど
う

文ぶ
ん

協き
ょ
う（
電で

ん

話わ

１
５
・
３ 

２
４
４
・１
６
６
４
）
へ
。

贈ぞ
う

も
随ず

い

時じ

受う

け
付つ

け
て
い

る
。
ま
た
図と

書し
ょ

委い

員い
ん

も
募ぼ

集
し
ゅ
う

し
て
い
る
。

　

問と

い
合あ

わ
せ
は
文ぶ

ん

協き
ょ
う

図と
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